
◆はじめに◆

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんは、現代社会において世界の人々が最も注目して

いる「環境」を学術の対象とする「地域環境科学部」の、しかも、ランドスケープとしての環境計画・設計、

環境の資源としてのランドスケープ資源・植物、環境を具現化する景観建設・技術の各分野へ果敢に挑んで

いる「造園科学科」で、これから 4年間の大学生活を送ります。今、まさに造園家への道の第一歩を踏み出

しました。実学主義の東京農業大学のこの学科で「地についた環境科学から、造園（ランドスケープ）科学

まで」を自ら積極的かつ貧欲に学び、地球環境問題の解決に「造園学」の知識と技術で貢献できる人材に育っ

ていただくことを希望いたします。

さて、本冊子は、地域環境科学部造園科学科の歴史と沿革、教育の目標と方法、教員スタッフ、研究室、

将来の進路など、造園科学科の内容を総合的に解説し、皆さんの勉学に役立つよう編さんしたものです。ま

ずは、全体を通読することによって、早くこの学科の全体像を理解し慣れていただくと同時に、これから 4

年間にわたって、大いに活用されることを願っています。

ところで、造園科学科は、その前身である東京高等造園学校が、1924（大正 13）年に創立されてから、

2014（平成 26）年で 90 年を迎えました。これまで、それぞれの時代の社会的ニーズを受け入れながら、ま

た多くの卒業生の協力を得ながら、教育プログラムの改善に努め、造園分野の教育機関としては世界でもトッ

プクラスにまで発展してきました。そして環境の世紀といわれる今日、環境回復の切り札とされる生物を中

心とした多様性ある社会の構築が期待されています。造園科学科は、それを具現化するランドスケープの創

成に立ち向かっているのです。

なお、造園科学科の教育プログラムは、「日本技術者教育認定機構」（通称 JABEE）の認定を受けています。

本学科の造園技術者養成教育プログラムは、カリキュラムの進行にあわせて教育内容の見直しを検討すると

ともに、常に新しい時代の社会的ニーズに応えるべく、また国際的にも通用する世界水準の教育システムを

目指して、学部・学科の教員スタッフ、学生、卒業生が総力を挙げて、自己点検と改善を行いながら日々努

力しています。

私たちは、造園学に対する教員スタッフの熱い思いを託して、この冊子を学生の皆さんに贈ります。
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1 ．東京農業大学造園科学科の特徴





1―1　造園教育のスタートと造園科学科
　「造園」という分野は、対象とする空間の特性から、また
その空間の創成に用いられる手法や技術によって説明するこ
とができます。
　ヨーロッパの文芸復興期には「造園（garden）」に一つの
様式が誕生しましたが、そこにみられるような作庭技術
（gardening）は、造園の起源にあたるといわれています。そ
の後の産業革命の進展期に「公園 （public park）」が誕生し
ましたが、その技術は公園の造成整備の過程で風景造園術
（landscape gardening）へと発展しました。さらに、「公園
系統（park system）思想」や「国立公園（national park）
思想」にもとづく環境整序を目指した都市計画や地域計画に
まで造園技術を応用する範囲が拡大し、ここに近代造園学
（landscape architecture）が成立しました。遡ると 160 年程
前のことです。
　農業革命、産業革命から数えると３つ目の変革期にさしか
かっていると言われる今日、自然と人間の調和共存を実現す
る知識と技術の体系を有する「造園科学（landscape 
architecture science）」は、新しい時代の要求に応える学術
と言えます。
　本学科の歴史は長く、前身である東京高等造園学校の
1924（大正 13）年の創立から数えると、実に 90 年以上の歴
史を刻むことになります。これは、120年の歴史を数えるハー
バード大学（1901 年創立）、およそ 110 年になるカリフォル
ニア大学バークリー校（1913 年設立）に続く伝統であり、
本学科の卒業生数は約 10,000 名に達していて世界最大規模
と言えます。
　さて、東京高等造園学校が創設されたのは、関東大震災
（1923 年）直後に当たります。この時代における日本の造園
史をひもとくと造園学の萌芽期といえる時期です。東京では
ヨーロッパの造園を参考にして日比谷公園（1903 年）や新
宿御苑（1906 年）が造られてしばらく経ち、明治神宮の内
苑（1920 年）と外苑（1926 年）がほぼ出来上がった時期に
当たります。この神宮の森造成事業に情熱を燃やし真摯に取
り組んでいた若き造園家が上原敬二（1889 − 1981）であり、
東京高等造園学校はこの上原敬二先生によって創設されまし
た。その後、この学校が東京農業大学に吸収合併され、東京
農業大学の一教育組織となりました。戦後の新制大学令に
よって旧農学部緑地学科、そして新制農学部造園学科となり、
1998 年４月に地域環境科学部の造園科学科（Department of  
Landscape Architecture Science）として生まれ変わりまし
た。

1―2　教育理念と人材育成の目標

　1998 年に創設された地域環境科学部は、生物に対する深
い理解を基調とし、自然と人間の調和ある地域環境と生物資
源の保全・利用・管理のための科学技術を確立することを目
指しています。また、ミクロな地域環境問題の解決はもとよ
り、さらにはグローバルな地球環境問題の解決に貢献する人
材を養成することを目的としています。
　地域環境科学部造園科学科は、1956（昭和 31）年に設置
された農学部造園学科を発展的に移行させ、新しいビジョン
のもとで設立した学科です。「造園（landscape architec-
ture）」に対する社会的認識は、この 50 年間における社会的
需要の絶対量の増大や多様化にともなって変化し、造園技術
者に求められる職能の多岐化をもたらす結果となりました。
　地域環境科学の中でも造園は、空間を創る「術」に特徴を
もつ分野です。特殊な社会における庭園主流の時代から公共
的な環境空間整備が求められた時代、そして地域環境にアプ
ローチすることを通じて地球環境問題の解決を目指す時代に
移りました。そこで、そうした「術」を支える「学的基盤」
が以前に増して求められるようになりました。自然科学と社
会科学の双方にまたがる学の構築、従来の経験的知識（暗黙
知）に加えて「形式知」の充実が求められるようになったと
いう見方もあります。
　そうした変化に応えるために、本学科では、造園教育の本
質的部分は伝統として残し、新しい知識を教育プログラムの
中に組み込み、また教育の手法改革を進めてカリキュラム改
定を重ねてきました。そして造園科学科は、庭園文化を踏ま
え、人間と自然の調和する共生社会の実現をめざし、都市か
ら田園、自然地域にわたる国土の環境と景観を保全・活用し
創造するための、調査・計画・設計・施工・管理・運営及び
構成要素に関する理論と応用を教授し、豊かな感性と表現力、

図 1-1　上原敬二先生　肖像
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確かな倫理観を持つ造園家、造園技術者（Landscape 
Architect）の養成をおこなっています。
　以上の理念のもとに、造園科学科では具体的に次のような
人材を養成することを目指しています。

　 1）植物に代表される自然の要素とそれらが有機的につ
くりあげるシステム、つまり生態系とそれを構成するもの
に対する知識をもち、自然環境の保全と育成に科学的かつ
実践的に対応できる技術をそなえた人材。具体的には、環
境・緑化・公園等行政の技術者、自然環境保全、生物資源
調査、自然復元・緑化コンサルタントの技術者など。

　 2）造園家独自としてはもとより、建築、土木、アート
など、隣接分野の専門家との協働（collaboration）もできて、
環境創造に取り組むに必要な感性と知識をもち、新たな環
境の創成を計画的、デザイン的に遂行できる人材。具体的
には、都市計画・公園緑地のプランナー、環境計画コンサ
ルタント、ランドスケープ・デザイナーなど。

　 3）人間の環境を整序する施設や空間を創世する先鋭化
された技術と実践力を有し、とりわけ自然環境の利活用を
生態技術的、環境芸術的に処理できる人材。具体的には、
建設産業分野の造園技術者、造園材料及び資材生産の専門
家など。

1―3　教育の分野と研究室
　大学に来て、研究室という文字が頻繁に目につき、また知
らず知らずの内にその言葉が耳に入ったりするようになりま
す。研究室とは一体なんだろう？と思った人も多いでしょう。
実験室かな？　学習室かな？　果ては高校にあったような職
員室かな？　いろいろに思われます。
　大学の研究室は、いわゆる企業の研究室や研究専門機関の
それとはちがって、教育機関の中に位置付けられた研究室と
いえます。したがって、そこでの研究活動は、学生への教育
効果を配慮し、かつその成果は教育へフィードバック（還元）

されるものでなければなりません。
　造園科学科の研究室の性格を理解するには、これに該当す
る英語でみるのが判りやすいと思います。「研究室」を辞典
でみると、そこには、study room、laboratory、seminar が
並んでいます。study room は学習室であり、laboratory は、
これが特に化学系の研究室に当てられることからもうなづけ
るように、実験機器の備わった部屋ということになります。
また、seminar は、特定のテーマを設定して、教員の指導の
下、学生が集まって共同研究をするところです。比重の差こ
そあれ、造園科学科の研究室にはこれら３つの性格が共存し
ているといえます。
　造園科学科の教員はそれぞれの専門領域に応じていずれか
の研究室に所属し、研究室を拠点として学生の指導や研究活
動に従事しています。
　学生諸君は４年生になると卒業論文（または卒業制作）に
多くの時間をついやすことになりますが、その際に各研究室
に所属する教員の指導を個別に受けることになります。

研究室における教育と研究
　また、本学科が教育し、研究を推進している応用学として
の造園学は、長い歴史をもつ造園活動の変遷の中で、「近代
造園学（landscape architecture）」として体系化を目指して
きました。その使命は、人間と自然との広範な調和共存環境
を創造することにあります。「近代造園学」体系化への努力は、
全ての造園学研究者に課せられた使命ですが、同時に各研究
室の使命でもあります。各研究室は、それぞれの分野の主要
研究や専門的研究を通して、造園学の発展と体系化を目指し
ています。これには、高度に分化・先鋭化させていく方向の
研究と、総合化していく方向の研究があり、これらはそれぞ
れ並行して展開されています。また、研究室の名称からも理
解されるように、研究の視点を背景としたものと、造園活動
の対象領域がその表面にあらわれているものとがあります。
それぞれの研究室が主要な研究対象と研究方法を合せ持ち、
それぞれの研究分野を把握しているといえます。
　こうした研究分野にもとづき、各研究室では研究資料や

図 1-2　造園の対象空間
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データの収集・蓄積と、それらの整理をおこない、なるべく
多くの学生諸君がそれを活用できる体制を整えています。

教育の分野と研究室の構成
　造園科学科には、教育研究の括りとして、「環境計画・設
計分野」、「ランドスケープ資源・植物分野」、「景観建設・技
術分野」３つの分野があります。
　環境計画・設計分野は、造園科学の応用の着地点である各
種環境の空間創成に向けて、造園の総合化を計画科学および
デザイン面からアプローチする分野で、地域環境計画におけ
る保全、ランドスケープ計画、ランドスケープデザインの理
論と実際を扱います。
　ランドスケープ資源・植物分野は、造園科学のバックボー
ンである植物、植生そして自然を科学し、生物技術による環
境創成を扱う分野で、造園樹木や地被植物などの造園材料、
快適空間をつくりだす造園植栽、特殊環境地などの緑化技術
の理論と実際を扱います。
　景観建設・技術分野は造園科学が適用される空間を建設す
るエンジニアリング部門であり、造園工法や造園施工法に着
目して、建設技術工学、建設施工管理などの理論と実際を扱
います。
　造園科学科は、造園学の教育と研究を、体系的、効果的に
推進するために、３つの柱を立てており、研究室の構成もこ
れに沿って３分野5つの研究室が設けられています。そして、

この分野の異なる 5研究室のとる研究手法、方法論は必ずし
も同一ではありません。それぞれが独自の研究アプローチを
必要とする 5つの研究室で構成されています。したがって、
造園科学科の研究室は、自然科学的アプローチの他、社会学
的、論理学的、数理科学的アプローチなど、様々な方法論を
駆使できる研究室を揃え、総合的な造園科学研究の系統的体
制を確立しています。

環境計画・設計分野
＜景観計画学研究室＞：私たちの研究室では、人と自然の関
係として現れる景観に着目し、造園の最小単位である庭から、
まち、その広がりである都市域から中間山地域・自然地域ま
で、幅広いフィールドを対象に研究を行っています。研究ア
プローチの基盤は、計画学ならびに管理・運営論です。庭か
らはじまり、公園や緑地、都市近郊に残る里地里山、中山間
地域の農山漁村の景観、自然地域の国立・国定公園、自然風
景地に展開する空間・景観の持続可能な保全と活用を探究し
続けています。地域らしさを創出している固有の地形や植生、
文化・歴史や生業の特徴を明らかにし、それらを生かした景
観計画、観光計画やレクリエーション計画のあり方を造園的
観点から模索するのが私たちの使命です。
＜ランドスケープデザイン・情報学研究室＞：本研究室では、
人口減少、都市の縮退、気候変動への適応といった課題に対
してオープンスペース（屋外空間）を活かした住みやすく、
持続的な都市の創成に貢献する研究をおこないます。庭、空
地、公園緑地、街路、農地など、小空間から数百 ha の都市
まで幅広いスケールにおける調査・計画・設計理論と技術の
探求、さらには ICT や GIS による分析・視覚化、空間の質
を検証するシミュレーション解析などのデジタル技術を利活
用します。それにより、社会課題解決に向け「デザイン的な
思考や技術」と「工学的な空間情報技術」が融合するランド
スケープデザインを探求します。学生は調査研究や実践的な
取り組みを通じてランドスケープデザイン・情報学の基礎的
な技術を取得し、自然・歴史・文化を活かした都市づくりに
貢献することを目指します。。

ランドスケープ資源・植物分野
＜造園植物・樹芸学研究室＞：私達の生活は、様々な生物に
よって支えられています。なかでも植物は、その生理・生態・
形態的機能によって、環境調節に大きく貢献しています。造
園は、植物を構成要素として、快適性と美を追求する営みで
す。私達の研究室では、造園植物の特性や役割等を、生物学
的視点から究明します。例えば、里山の希少種の保全と効果
的な維持や管理、サクラやユリ科植物等の園芸植物の都市空
間への利用、生理・生態学的な特徴からみた雑草等を含む草
本植物の利用や管理、樹木医の視点による巨木・老木の在り

表 1-1　研究室の構成

◇環境計画・設計分野

○景観計画学研究室

○ランドスケープデザイン・情報学
研究室

◇ランドスケープ資源・植物分野

○造園植物・樹芸学研究室

○緑化植栽学研究室

◇景観建設・技術分野

○庭園技法材料学研究室
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方について、野外調査や実験により探求します。また、造園
植物の時代背景、文化等の社会的調査も実施し、これらを次
代に継承するための環境教育も行っています。人の生活と植
物の普及、生育との関係を問い、生活の中の植物を自然科学
の視点で捉え、みどりと人のより良い関係を考えます。
＜緑化植栽学研究室＞：私たちの生活する都市には、身近な
空間の緑として地域の公園や運動施設などから、高層のビル
群が立ち並ぶ空間の緑として屋上庭園や壁面緑化、室内のア
トリウムなどがあり、これらのさまざまな場所の緑化空間は、
私たちの生活の質を高めています。ところが、これらの場所
は植物にとって健全な生育が困難な環境であることが多いで
す。このような環境での植栽について緑化技術 ( 造成・維持
管理 ) の開発および研究をおこなっています。また、花や緑
が人間心理や都市環境に与える効果について解明をする研究
や環境要因と地被植物の生育特性（成長量や糖・イオン等の
体内分布等）との関係を解明する研究など幅広いテーマを設
定しています。研究対象は都市空間から沙漠地や災害地等の
過酷な環境で人の生活と密接した場所が主となっています。

景観建設・技術分野
＜庭園技法材料学研究室＞：思想・芸術・技術の総合体とも
いうべき日本庭園は、土・石・木といった自然材料の特性を
発揮させる知恵と、地形・光・風・水・音を活かす技法から
成立します。当研究室は、庭園の工法（庭園の創造、育成、
維持、管理に関する技術）、材料（石材・木材・竹材・左官
材料の種類、産地、特性、加工）、施設（庭園建築、石造物、
垣根等）の研究を通じ、庭園の保存修復と技術の伝承ととも
に、先人の知恵と工夫を現代の造園空間へも応用することを
射程します。さらに東アジアや欧米を含む国内外の造園史研
究と庭園様式・空間構造の分析、日本庭園の感性工学的研究
とデジタル化への挑戦から、庭園の本質と真実に迫ります。
研究室活動では、庭園と材料産地のフィールドサーベイ、技
術に関する実地研修、庭園の調査修復ワーキング、他大学と
の学術交流等を展開します。

1―4　教育の施設と設備
　造園科学科は研究室の他に、演習・実習施設として環境計
画・設計分野演習室（200 人収容グループ演習室、120 人収
容製図室、100 人収容グループ演習室）、景観建設・技術分
野演習室、植物系実験室（70 人収容の顕微鏡設置教室）、造
園情報センターなどを整備し、さらに人工環境調節、GIS 解
析、ネットワーク型情報処理などの必要な設備を有し、これ
らを活用した教育と研究を進めています。その他、世田谷キャ
ンパスのフィールドはもちろんのこと、大学農場、植物園、
演習林も利用できます。

　造園情報センター
　造園科学科創立 70 周年を記念して企画された「東京農業
大学造園情報センター」が 1996（平成 8）年５月にオープン
しました。これは卒業生の寄付金をもとに本学造園科学科内
に設けられたもので、在校生だけでなく本学OBにも広く利
用していただこうというものです。
　これが開設されたことにより、本学造園科学科がまさに
「産」「学」をつなぐ造園情報のサービスステーションとなり、
学生にとっても幅広い情報が手軽に入手できるようになりま
した。
　造園情報の体系を整理しつつ、造園学関係古典、造園学基
本図書、関連学術論文、関連産業論文、関連図面（庭園、公
園、都市、地域）、造園空間パンフレット、造園資材パンフレッ
ト、造園材料資料などの閲覧と同時に、膨大な情報の検索機
能の拡充により利用の便宜充実を図るようにしています。
　また、造園の古典といわれる図書で既に絶版となっている
ものを集めた貴重本コーナーや学科の歴史を物語る資料を揃
えた記録本コーナーもあります。
　学術雑誌をはじめとした関連定期刊行物は、現在購読中の
ものが和洋約 60 誌、これに既に廃刊となっている雑誌を含
めると計約 100 誌が閲覧できます。この他、主要図面約 3,000
点を有する図面ライブラリー、造園技法や庭園・公園を紹介
したビデオなどを収集したビデオライブラリーなども整備し
ています。
　なお、この「造園情報センター」の利用については、貴重
な情報を多くの学生が共有できるように情報センター内で閲
覧する方法としています。

1-5　東京農業大学造園科学科の設立と歩み
　上原敬二　『造園学汎論』　序

　術としての造園学は学に先立って何れの国にも発達して来
たのであるが、然しその多くは斯学の一部門である庭園学の
領域に限られて居た。
　造園も他の新しい学術と同じ径路を踏んで今正に学界の水
準線に上って来たのである。そこに組織と体系とを整えて従
来の術に一歩を進め系統的に学としての価値を将来せねばな
らぬ。
　果して然らば造園は学としての待遇を学界より受け得るで
あろか、若し受け得るとせばその内容は如何なるものであろ
うか。
　本書は我が国において造園を学として体系化し、組織立て
たる最初の著述であると信ずる。不敏なる著者が微力を顧み
ずその価値を高唱し、普及を高調したる最初の試作である。
内容は著者の創意になれるもの多く、欧米に於ける造園のそ
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れと趣を異にするもの尠なからざるにより一々国情に照応せ
しめ、独特の排列樹立したつもりである。素より浅学その任
に非ず将来の大成を期して益々本邦独自の造園学を完成せし
めんことこそ著者畢生の願である。
　造園は著者のライフワークである、併せて著者全人格の反
映である。従って本書の所論悉く造園に対して懐抱せる著者
の主観である。その研究と普及との為には何物を犠牲に供す
るも厭はざる真摯と熱愛との情に於ては敢て人後に落ちない
つもりである。
　顧みて我国に於ける輓近造園界の発達を閲するに遅々とし
て振わず、常に前途尚お遼遠の感なきを得ず。既往を通じて
将来を案ずるに何れの日か彼岸に達することが出来よう。さ
りながら霧深き学海の怒涛に棹すパイオニアの使命広漠たる
未開の領域に瘴癘と闘うは著者に授けれたる試錬の天命と信
じ、忠実なる本書を伴侶とし、これによって斯界に投ぜられ
たる一石の波紋を追って斯学研究の一路に精進したいと思
う。幸いに著者と志を同うせられ造園発達の将来に望を嘱せ
られる諸賢の忠言によってこの小著をして益々価値あらしむ
る機運の到らんことを切望するのである。
　本書著述中先輩諸賢の言説に対し忌憚なき妄評を敢てせる
節々少からず。一つに斯学発達に貢献せんとする好学熱愛の
余情として寛諒せられんことを読者諸君に懇請する次第であ
る。
� 大正十三年三月一日　

� （上原敬二『造園学汎論』　大正 13 年 10 月　林泉社　より）

本校教授要項
▽本校は詰め込み主義を排す
▽本校は生徒の自由自習を尊重す
▽本校は教授よりも指導に重きを置く
▽本校は生徒の個性発達に重きをおく
▽本校は学と術の並行を期す

創立主旨

　海外諸国に於ては已に造園に関する技術を修得する機関と
して専門学校の特徴を見ること久し、然るに我が国に於ては
その必要性を唱導すること数年の久しきに亘るも、未だその
創設を見ず。然も時世の進運、社会の欲求は遂に這般の方面
に及び日に日に痛切を加えつつあり。
茲に本校は時世に鑑み新興学術の研究と缼如せる造園技術者
の養成とを目的とし最も新しき教材と教育方針の下に、斯界
の権威者たる専門家中の専門家を講師として招聘し、目下創
業匇々に際し二ヶ年を以て専門教育に従事せりと雖も近く
三ヶ年の課程に改め専門学校としての内容充実を図り所期の
目的を達せんことを期す。
教授は公園、庭園、住宅、園芸、都市計画、田園都市、土地
経営、建築工芸の全般に亘り、技術家として必修の学術技術
を授け新しき領域を開拓して社会に貢献せしむるを理想と
し、一つは時世の要求に応じ併せて新しき使命を奉じ、国家
の文化的発展に資せんとす。
� 大正十三年四月

� （大正 13 年「学校規則」より）
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2 ．教育カリキュラム





2―1　カリキュラムの大枠
　東京農業大学地域環境科学部造園科学科の教育カリキュラ
ム構成を分野や実際の学年配当に沿って示したのが表 2―1 で
す。地域環境科学部を構成する３つの学科に共通するプログ
ラムとして「総合教育科目」と造園科学科の「専門教育科目」
それに「全学共通科目」との複合的な構成となっています。
学部共通科目は、地域環境科学部に属する学生としての資質
を身につけるために、基礎的な知識教育としてなされます。
ここでは、地域環境を構成する基本要素（植物、土、水）に
係わる基礎教育、地域環境問題に関する見方の教育を行い「学
習の動機づけ」をねらいとしています。
　それに併行して開講される造園科学科の専門教育科目は、
「環境計画・設計」、「ランドスケープ資源・植物」、「景観建設・
技術」の３分野の専門科目を基幹として、分野横断的な基礎
の科目、総合化の科目で構成され、これより「ランドスケー
プ空間と手法の知識教育」を実施しています。また東京農大
の実学主義の精神を踏まえ、総合化の科目として位置づけら
れる分野ごとの演習や「造園総合演習」「専門特化演習」が
１年次から４年次まで配され、「統合と自信づけ」をねらい
とした教育を進めます。

2―2　�地域環境科学部で開講する学部共通
科目

　地域環境科学部の教育は、生物に対する深い理解を基調と
して、自然と人間の調和あるいは地域環境と生物資源の保全・
利用・開発・整備・管理のための科学技術の確立を目指すも
のです。
　そこで、次のような学問分野が基本となり、それぞれの系
から学部共通科目が設定されています。①導入科目：地域環
境科学を学ぶにあたり、基礎となるものの見方を学びます。
②人間関係科目：地域環境科学の本質や倫理について学ぶ科
目です。なお、「技術者倫理」は造園科学科の必修科目です。
必ず履修をして下さい。③社会関係科目：地域環境科学を社
会的要素と社会システムとして教育する科目です。④自然関
係科目：地域環境科学を自然要素と自然のシステムとして理
解する科目です。また課題別科目として、社会において注目
されている地域環境科学や農学全般における諸問題・課題を
取り上げる各種講義が開講されています。
　以上の他、語学科目として英語（必修）および英語関連科
目、中国語、ドイツ語などが開講されています。またスポー
ツ関係科目、就職準備科目、リメディアル教育科目も設定さ
れているので、後述する履修モデルを参考に自分の興味や進
路を考慮しながら履修して下さい。

2-3　造園科学科のカリキュラム
　カリキュラムの各科目の内容は、毎年 4 月に配布される
「講義要項（シラバス）」、あるいは大学のホームページに
詳しく説明されていますので、ここでは造園学教育の全体
像が理解できるように、専門科目のねらいを系統分野別、
配当学年順に説明します。表 2-1 と対照しながら内容を理
解して下さい。なお（ ）内のＦは前期配当、L は後期配
当を示しています。

■総合教育科目

導入科目
　フレッシュマンセミナー（1 年 F 必修）
　大学での学習、学生生活の過ごし方などキャンパスライ
フの基礎知識を理解するとともに、造園学を学ぶにあたり、
充実したキャンパスライフと明確な大学生活の目標を築く
ことと、造園を学ぶ上での基本となるモノの見方、考え方
といった姿勢を身につけことを目的とする。

共通演習（1 年Ｌ必修）
　大学生活に必要な基礎的学習技術の習得を目的とす
る。レポート作成・ディスカッション・プレゼンテーショ
ンの基礎的な技術を身につける。少人数制グループ学習
を基本とし、充実したキャンパスライフにおけるサポー
トも併せておこなう。

情報基礎（一）（1 年 F 必修）
　コミュニケーションの一手段としてのコンピュータを活
用した文書、データ作成、プレゼンテーション、あるいは
通信に関する基礎的技術を習得する。

情報基礎（二）（1 年 L 必修）
　コミュニケーションの一手段としてのコンピュータを活
用した文書、データ作成、プレゼンテーション、あるいは
通信に関する応用的技術を習得する。

スポーツ関係科目
スポーツ・レクリエーション（一）（1 年 F 選択）
　ストレスの多い現代社会にあって、健康を維持・増進す
るためには、栄養・運動・休養が不可欠であることを様々
なスポーツを通して体験的に学習する。

スポーツ・レクリエーション（二）（1 年 L 選択）
　学校生活において自己の健康を管理する能力と豊かな
生活を営む能力をつけるために、レクリエーショナルス
ポーツやゲームを体験する。

■外国語科目

英語（一）（１年 F 必修）
　国際的なコミュニケーションをおこなうための基礎的な
言語能力のうち、リスニング（聞き取り）、会話（英会話）
を中心とした知識と表現能力を修得する。

英語（二）（１年 L 必修）
　国際的なコミュニケーションをおこなうための基礎的な
言語能力のうち、リーディング（読解）あるいは文書作成
（英作文）を中心とした知識と表現能力を修得する。

英語（三）（２年 F 必修）
　国際的なコミュニケーションをおこなうための基礎的な
言語能力のうち、リーディング（読解）およびリスニング
（聞き取り）を中心とした知識と表現能力を修得する。
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英語（四）（2 年 L 必修）
　国際的なコミュニケーションをおこなうための基礎的な
言語能力のうち、リスニング（聞き取り）とリーディング
（読解）を中心とした知識と表現能力を修得する。

英語リーディング（1 年Ｆ選択）
　実務において必要な海外の専門的知識を得るための語学

力を養うことを目的とする。読むことを中心に演習を進め、
英語力の訓練と、英語圏の文化や社会の紹介の双方を兼ね
た演習とする。

TOEIC 英語（初級）（3 年Ｆ選択）
　TOEIC 形式のリスニングとリーディング問題の演習を
通して、社会で求められている英語の水準を理解する。さ

表 2− 1　造園科学科のカリキュラム
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らにTOEIC 試験を視野に入れた演習をおこなう。

TOEIC 英語（中級）（3 年Ｌ選択）
　TOEIC 形式の問題演習を通して、社会で求められてい
る英語の水準を理解する。さらにTOEIC 試験を視野に入
れ、TOEIC の得点力をつけるべくリスニング・リーディ
ングの力を総合的に伸ばす。

科学英語（3 年 F 選択）
　科学に関する英語文献の読解力を養う。“ 専門的知識を
深めるための英語 ”を確認し、文献の読み方や専門用語の
扱われ方などについて修得する。

中国語（一）（1 年Ｆ選択）
　初心者向けの入門レベルとし、中国語にとって非常に重
要な発音と四声を重点に進める。目、口、耳を使い、基本
的な表現を繰り返し練習することによって発音と四声を定
着させ、さらに簡単な文型を生かして表現したいことが表
現できるようにする。

中国語（二）（1 年Ｌ選択）
　中国語（一）で学んだことを基礎に、発音、四声の定着
と聴解力・会話力の向上を目指す。文法は中国語（一）よ
りやや複雑になるが、ポイントをしっかりおさえ簡単な自
由会話ができるようする。

ドイツ語（一）（1 年Ｆ選択）
　ドイツ語の基礎を学ぶことを目的とし、発音を重視し、
基本的な文法事項の学習、日常会話・作文による表現練習、
聞き取り、平易なテキストの読解などをおこなう。また学
習を通して、ドイツ語圏の社会・歴史・文化に対する理解
を深める。

ドイツ語（二）（1 年Ｌ選択）
　ドイツ語（一）で学んだことを基礎に、読み、書き、聞
き、話す力を総合的に養うことを目標とし、基本的な文法
事項の学習、日常会話・作文による表現練習、聞き取り、
平易なテキストの読解などをおこなう。また学習を通して、
ドイツ語圏の社会・歴史・文化に対する理解をいっそう深
める。

■専門教育科目

人間関係科目（4 科目中、技術者倫理およびもう 1
科目を選び必修とする）

技術者倫理（3 年 L 必修※）
　造園の業務を進める中で造園技術者として守るべき技術
者倫理や環境倫理について体系的に整理し、幅広い観点か
ら理解し修得する。また、今日の社会における造園の職能
と幅広い職域についての理解を深め、進路選択や造園技術
者としてのプロ意識の喚起を促す。
　※技術者倫理は造園科学科の必修科目に位置付けられて
いるので必ず履習する。

哲学（1 年 F 選必）
　哲学の主題は、真理、本質、普遍性、論理、因果などで
ある。物事の本質に迫る倫理的思考力・探究力を養うこと
を目的とし、哲学の主題についてその定義や性質、複数の
立場・見解の整理について論じる。

科学の歴史（1 年 L 選必）
　自然科学の歴史的経過、発展軌跡について学ぶ。科学理
論の発見に関する歴史に留まらず、発見時の文化や社会と
の関連も併せて考察する。科学の歴史とは技術の歴史とも
関連するため、併せて言及する。

文学概論（1 年 L 選必）
　文学とは芸術であり、審美的な目的や形式を持つもので
ある。東西の文学に親しむことにより、人間とそれらをと
りまく環境としての自然の関わりについて考える契機とす
る。

社会関係科目（4 科目中から 2 科目を選び必修とする）
日本国憲法（2 年 L 選必）
　憲法の発展の中で日本国憲法の概要や特色を学ぶととも
に、大衆社会・資本主義社会・近代化における民主主義や
自由主義の意味を考える。

現代社会と経済（3 年 F 選必）
　地域環境の構成要素の中で大きな位置を占める社会的要
素、とりわけ経済的条件やそれと密接に関わる地域政策や
産業との関係について学ぶ。その中で、地域問題、地域経
済政策、地域資源の管理問題について理解を深める。

地域と文化（2 年 L 選必）
　諸地域の習慣・儀礼などを学び、人間の営みの中で伝承
されてきた現象の歴史的な変遷について習得することによ
り、現実社会に生起している問題について考える。伝統的
な農村社会との関わりについての理解も促す。

国際関係と社会問題（3 年 L 選必）
　グローバル化が進む現在、国際的問題および関連する国
内問題、経済学的、社会学的知見をも含めて国際関係を理
解する必要がある。国際社会の諸事象について学ぶととも
に、国家間の問題や国境を越えた経済活動についても理解
を深める。

自然関係科目（5 科目中から 2 科目を選び必修とする）
生物学（1 年 F 選必）
　生物学を基礎においた専門科目の講義に対する理解力を
深めるとともに、専門科目を履修する際の応用的な学力を
養うことを目的とする。特に、植物の構造と機能、植物の
生活を中心としながら、自然科学的な法則や原理を理解す
る。

化学（1 年 F 選必）
　自然界を構成する化学物質に着目し、その性質とその変
化を学ぶ。特に、土壌学、分子生物学、植物の環境浄化機
能など造園学に必要な基礎的学力を養い、環境や生活に関
連する基本的な化学の原理や法則を学習する。
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物理学（1 年 L 選必）
　造園学における総合的環境エンジニアリングでは、橋梁・
土構造物の構造設計および評価をおこなう。そのために必
要な力学、水理学などを理解するために、物理の基礎的な
内容を学ぶ。

地学（1 年 F 選必）
　造園学における土地利用計画などに必要な地質学を学ぶ。

統計学（2 年Ｆ選必）
　造園学における調査分析の対象や方法の基本を理解する
とともに、造園計画や各種実験において要求される数理的
なものの考え方・捉え方を修得する。具体的にはデータの
特徴を数量的に把握する記述統計学の方法と、母集団の標
本からその特徴を推定する推測統計学の方法を学ぶ。

　この他に、各学部や社会が直面している課題について扱う
「課題別科目」、就職活動に必要な情報やマナーを習得する「就
職準備科目」、高等学校までの未修得科目を補う「リメディ
アル教育科目」が設定されている。「講義要項（シラバス）」、
または大学のホームページを参考に内容を確認すること。

■専門共通科目

　地域環境科学概論（1 年Ｆ必修）
　地域環境科学部が対象とする地球レベルから地域レベルま
での空間体系の中で、地域および地域環境科学の概念、地域
環境の捉え方、問題点や課題、地域環境科学の目標を整理し、
環境計画の視点から問題解決や目標達成に向けて考える能力
を修得する。

　地球環境と炭素循環（1 年 L 選択）
　環境について学ぶ上での基礎となる身近かな問題から地球
規模の問題まで幅広い知識を修得する。環境問題に対する世
界的議論の成果や推移を理解するとともに、地域環境科学に
おける有効な緑化技術について学ぶ。

■創生型科目

　環境学習と体験活動（2 年 F 選択）
　様々な現場における環境に関する体験活動を通して、ボラ
ンティア活動・市民活動の社会的意義や環境に関しての理解
を深めるとともに、活動を評価し、コーディネートする能力
を養う。

　源流文化学（2 年 F 選択）
　山村地域の文化、自然、農業など全体的に学ぶ。「流域」
を視点に現在農山村がおかれている社会的現状や課題を理解
すると共に、課題解決のための対策についても学ぶ。

■分野横断的な基礎科目

　造園科学概論（1 年 F 必修）
　造園科学の全体像を理解するための科目である。造園科学
の対象と領域、造園科学の定義を学ぶ。さらに造園科学の本

質、生物的自然や地球環境に対する造園科学の意義などを踏
まえ、造園家の活動と社会からの期待について学ぶ。

　造園体験演習（１年Ｆ必修）
　造園空間に立ち，景観に関心をもちながら，植物材料や土
壌，無機材料を実際に触れる。それぞれの材料の特徴（性質）
を肌で感じ，空間におけるその存在の意義を知ることを目的
とする。当演習を修得後，造園学の各分野を学ぶための動機
付けとして位置付けられる演習である．

　環境デザイン基礎演習（1 年Ｌ必修）
　造園の計画図・設計図・施工図、報告書などを作成する上
で必要な技術の修得を目的とする。形態・寸法・材料によっ
て示される設計図表現、概念・システムが示される計画図表
現、地形模型を用いた地形断面の理解、平面および立面のデ
ザインなどを学ぶ。

　花・緑演習（1 年Ｌ必修）
　造園空間を特徴づける植物材料としての樹木、草花につい
て、屋外における観察演習を通して実物に触れる。実物を認
識することで専門科目としての造園植物関連講義科目の内容
に対する理解力を深めると同時に、植物材料に精通した造園
設計ができる基礎的および応用的能力を養う。また生理、生
態、形態的特徴に基づいた造園植物の取扱いを具体的に体得
する。

　測量実習（2 年 F 必修）
　測量学で学んだ知識をフィールドにおいて体得することを
目的とする。トランシット、平板、レベルの器具を用いて測
量作業をおこなう中で、基本的な測量の原理や方法、器械操
作を体得し、次いでトータルステーション、工事測量（測設）
について修得する。

　CAD 及び GIS 基礎演習（２年Ｆ選択）
　造園分野におけるコンピュータ CAD（Computer Aided 
Design）及び GIS（Geographic Information System）導入
の現状とその課題を理解するとともに、汎用 CADソフトウ
エアを用いたいくつかの演習課題を通してCADの実際につ
いて学ぶ。具体的には、造園施設の詳細設計、公園施設のデ
ザインシミュレーション、公園の設計などが演習課題となる。

　緑の経済論（２年Ｆ選択）
　造園科学に関する経済的側面についての理解を深める。造
園関連企業の経営的課題からみどりの経済的価値や緑地の維
持に関わる経済的課題など社会的課題まで学ぶ。さらに世界
的視野における環境経済のあり方についても扱う。

　ランドスケープ作品論（２年Ｆ選択）
　造園活動は作庭や住宅地計画からリゾートの企画開発ま
で、広範な分野への広がりがみられ、それぞれに独自の能力
やノウハウが求められる。こうした造園家の創作活動につい
て、多様な活動領域、その役割や使命を理解し、造園作品の
制作プロセス、造園家の思想とデザインについて、現在活躍
中の代表的造園家による実作品を通じて、モノづくりの心と
技術のあり方を学ぶ。
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■環境計画・設計分野の科目

　近代造園史（2 年Ｌ必修）
　近代および現代の造園の発達について理解し、今後の造園
活動への指針を学ぶ。近代造園学／ランドスケープ・アーキ
テクチュアの発祥である「イギリス風景式造園」の流れと
「ヨーロッパの近代造園」、その系譜の中で誕生した「アメリ
カ近代の造園」を学び、これからの造園科学の行方を洞察す
る。日本の造園史については近代前史としての江戸時代末期
以後現代までとする。

　造園計画学（2 年 F 必修）
　造園の広範多岐にわたる対象の範囲をふまえ、造園計画・
設計の目標および手法について、その発展の経緯とともに、
造園計画の概念を規模とシステムの確定として学ぶ。計画論、
効用論、保全論、利用論、空間論、規模論、参加論、管理論、
設計論から造園計画の基礎理論について理解するとともに、
造園計画の実際について学ぶ。

　都市緑地計画学（3 年 F 必修）
　都市の緑地計画の目標と緑地計画の概念、緑地計画の歴史、
緑地計画の範囲の理解を目的とする。併せて都市環境保全、
都市景観構成、都市防災さらには都市レクリエーションの系
統計画の原理と方法、さらに内外における都市の公園緑地の
歴史的展開と、それらの計画手法の実際について学ぶ。

　風景地計画学（3 年 F 必修）
　国立公園などの自然公園や自然性豊かな観光地、リゾート
等で代表される自然風景地について、その歴史的展開や社会
的役割（環境倫理を含む）、現行制度等を概観する。同時に、
資源としての自然環境や景観の取り扱いと、レジャー・レク
リエーションや自然教育を中心とした風景地の利用のあり
方、さらにそれらを総合した計画の策定方法、施設の設計指
針などについて学ぶ。

　日本庭園論（3 年 F 必修）
　現在「庭園」は、人類の誇るべき文化遺産ともなっている。
本講義では、日本をはじめ、西洋・東洋の庭園の歴史や景観
構成上の特徴を理解することで、庭園の形態・利用・デザイ
ンが自然・風土・社会背景によってどのように成立・発展・
変化してきたのかを探求する能力とこれからの庭園・造園の
進むべき方向性を理解する能力を得ることを主目的とする。

　景観論（1 年 L 選択）
　「景観（landscape）」についての基本的知識の理解、歴史
的に培われてきた景観文化の知恵、その典型的成果である「風
景論」と、そこに見る風景の生かし方、読み方、つくり方、
法制度等について学ぶ。また近年になって研究の進展が著し
い「科学的景観論」や「景観解析法」、さらには解析・評価
と連続した「景観創出手法」への関心を促す。

　ランドスケープデザイン論（2 年 L 選択）
　デザインの定義と分類、デザインの評価、デザインの性格、
空間デザインの特性について学ぶ。さらに、ランドスケープ
デザインの実際について、その展開史やランドスケープの基
本形式と技法、そしてランドスケープデザイナーに注目し、

デザインにおけるコンセプト・メーキング、すなわち概念操
作の方法を修得する。

　自然保護論（3 年 L 選択）
　自然環境保全の概念、歴史的な展開、現状の課題等を理解
するとともに、環境アセスメントや自然保護計画など、環境
保全、自然保護に関わる技術、実践的な運動、関連する法制
度について諸外国の事例を含めて学ぶ。また自然保護教育と
環境学習、計画論に触れ、技術者の立場から自然保護のあり
方を捉える。

　観光計画論（3 年 F 選択）
　観光計画の現代的意義と、これを受け止める地域に及ぶ諸
関係の認識を深め、観光地計画の基本的考え方を修得する。
観光による地域振興のための地域特性の重要性やそれらを活
かした地域振興プランの考え方、観光行動（利用）のとらえ
方、そして実現化のためのアプローチなどについても学ぶ。

　公園マネージメント論　（3 年 F 選択）
　豊かな地域環境の創造やレクリエーション活動の場として
重要となる「公園」の管理運営論について学ぶ。「公園・レ
クリエーション管理論」を基本理論として、公園資源の保全
と活用、利用者サービスの向上、地域の活性化などを目標と
して、公園緑地を適正かつ最善に維持し、管理運営するため
のパーク・マネージメント論の考え方と、その実現のための
方法を修得する。

　都市および農村計画　（3 年 L 選択）
　都市と農村の概念、都市化、都市問題、都市計画などの切
り口から都市および農村を分析的にみる「地域認識能力」、
および地域ブランド化のテクニックを学ぶ。豊かで住み良い
環境の創造手段について、特に都市計画の手法、キーワード・
農村計画の考え方を理解することを目的とする。今日の問題
に対処する基本的考え方や諸外国の都市計画制度を紹介し、
造園家として取り組むべき課題について学ぶ。

　ランドスケープ政策論（3 年 L 選択）
　都市政策や環境政策の現状と動向を造園の視点から学ぶ。
また大都市や先駆的な自治体におけるランドスケープ事業の
具体的事例を通して、ランドスケープ政策の実際について理
解する。さらに諸外国における先駆的なランドスケープ政策
の知識について学ぶ。

■ランドスケープ資源・植物分野の科目

　植物の生活と活用（１年 L 必修）
　環境問題を含む造園学を学ぶための基礎学として位置付け
られる生物学基礎を、応用（利用）を意識しながら学習する。
特に花・緑演習と連繋しながら，身近にある植物を主とする
生物は，どのような考え方に基づいて分類されているのか理
解する。これによって植物の体のしくみやその機能，遺伝的
性質や環境との関係を修得する。

　造園樹木学（１年Ｌ必修）
　造園技術者には最低限 300 種類ほどの樹木に関する知識が
要求される。造園で取り扱われる国内外の主要樹木のそれぞ
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れについて、基本的な分類・生態・生理・生態的特性、応用
の視点からの天然・植栽分布、配植や管理法（剪定、施肥）、
繁殖法などについて学び、さらに空間別、用途別、立地別等
の植栽に関する知識や、健康管理などについて修得する。

　グラウンドカバープランツ（2 年 F 必修）
　芝生や様々な地被植物による緑化が注目され、また新しい
品種が次々に開発されている。こうした地被植物（グラウン
ドカバープランツ）の定義や種類、地被植物による緑化が注
目されている背景、生育特性、各環境地別環境適性、地被植
物の用途つまり平面・のり面・垂直面の具体的緑化手法、植
栽・管理上の要点、生産と繁殖ならびに地被植物による緑化
の効用について学ぶ。

　緑地生態学（2 年 L 必修）
　在来草本植物や侵入外来植物（雑草）の生理・生態的な特
徴を学ぶことで、造園計画・設計の対象となる都市や田園の
半自然植生をエコロジカルに利用・管理するための基礎を修
得する。具体的な半自然植生の構造と機能について学び、次
にそれらの植生の特徴を明らかにするための調査手法や植生
（緑地）の評価法について修得する。さらに、伝統的な緑地
の復元あるいは植物の多様性に富んだ緑地の造成に必要とな
る植物生態学的知識についても理解する。

　造園植栽学（2 年 L 必修）
　植物材料関連の基礎科目で修得した知識を様々な造園空間
の具体的な植栽の場面に応用することを目的とする。造園植
栽の基本的な考え方、拡大多様化する植栽空間での植栽上の
留意点、効果的な配植手法、植栽計画、設計の要領、ならび
に植栽工事、植栽基盤整備、養生管理の要点など、快適な植
栽空間を創出するための手法を学ぶ。

　芝生論（3 年 F 選択）
　都市公園内の芝生地や各種の競技場（ゴルフ場等含む）な
どで用いられる主要な芝草類（ターフ）を対象に、その生育
特性、生育と環境要因、造成方法、材料生産・繁殖、栽培に
ついて学び、公園や競技場の芝生地計画・設計・造成・管理
に反映させることを意図する。

　樹木の保護と管理（3 年Ｌ選択）
　造園植物を健全に維持するための育成、抑制、保護（農薬
の取扱い含む）、養生などに係わる管理手法および緑地全体
を維持するための植物の管理方法について基礎知識を修得す
る。特に造園植物は草本（主に芝草等）と木本（樹木）では
形質が違うことにより、病気に対するそれぞれの病徴やそれ
に対する管理方法も異なる。樹病学の視点からの健康につい
ても理解する。

　緑地の生き物（3 年Ｌ選択）
　緑地空間は、構成する植物によって草原から森林まで多様
である。そこに生息する生き物も多様であるが、特に動物は
食物連鎖の出発点あるいは生態系の基点にある植物（生産者）
に依存して生活している。植物と動物の関係の中で、特に緑
地生態系の物質循環に関与する昆虫の機能、また緑地管理の

中で、昆虫に関わる緑地保護、希少種の保全などについて修
得する。

　植栽基盤論（3 年 F 選択）
　拡大・多様化する緑化空間に、緑化用植物を健全に育成さ
せるための植栽基盤の基礎的条件と緑化用植物の生育との基
本的関係、ならびに植物の土壌環境の調査・整備手法、肥培
管理のあり方について学ぶ。また、土壌の物理性や化学性、
あるいは肥料に関する知識も修得する。

■景観建設・技術分野の科目

　造園工学（3 年 F 必修）
　造園空間の計画、設計を具現化する建設土木を含む総合的
環境エンジニアリングとして造園工学を位置づけ、総合的視
点からのシステムズ・アプローチと共に、敷地の造成法や造
園関連構造物の基礎と応用、園路の造成や土量計算、構造物
の設計にかかわる材料や土の構造力学を学ぶ。

　造園工学基礎演習（2 年Ｆ必修）
　景観建設技術分野の設計・施工の対象となる造成、舗装、
排水、あずまやなどわかりやすい事例を使って、基礎となる
数学、物理学、構造力学、水理学、土質力学などの基礎的事
項を学ぶとともに、計算を中心とした演習により理解を促す。

　造園施設材料（2 年 L 必修）
　生きた植物材料を除く、造園施設の設計・施工に関わる多
彩な材料について学ぶ。石材、木材、コンクリートその他に
ついて、材料の分類や性質を学び、要求される性能を把握し、
規格や利用の方法を知る。さらに産地と地域性の関係、各種
材料・施設メーカーと造園産業との関わりについても学ぶ。

　造園施工論（3 年 L 必修）
　造園建設工事の基礎的事項として、造園工事の特徴と、造
園における施工の重要性、施工管理の意義を理解し、工事を
構成する工種と工種別の施工法、工事を進めていく工程、施
工管理の手法について概要を知る。また設計図、仕様書、施
工図、竣工図の相互関係や、工種・工法と施工機械・資材の
関係も学ぶ。

　測量学（2 年 F 必修）
　造園計画や設計段階において必要となる土地の計測手法、
図化、数値化について学ぶ。具体的には造園における測量の
位置付けや測量の体系、器械・器材、線測量、多角点測量、
平板測量、水準測量、さらに GIS（地理情報システム）や
GPS を応用した土地測量について学ぶ。

　造園施設設計（3 年 L 選択）
　多様化・専門化する造園施設の機能・形態・構造について
現状と今後のあり方を理解した上で、各種の造園施設の計画
や設計について事例をまじえて、そのポイントや問題点、設
計にあたっての環境共生への配慮について学ぶ。また、具体
的設計にあたっては、コンセプトから基本構想、計画へと移
行させていくプロセスについて学ぶ。
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■学際領域・総合化の科目

　造園植栽演習　（2 年Ｌ必修）
　造園空間の構成要素として不可欠な植物材料を駆使するた
めの理論と技術の習得をねらいとする。個々の植物の観察を
通して、生き物の生活を捉え、植物相互の組み合わせを分析
することから植生の仕組みを理解し、その知識、理論を応用
しながら植物の配植へと展開させる。

　造園工学演習（３年Ｆ必修）
　造園エンジニアリングが必要とする橋、園路などの対象を
具体的に取上げ、実際に図を描く演習を行いながら理解を深
める。また併せて調査・計画・設計という造園プロジェクト
の流れを体験的に学び、表現法、発表方法、協働作業による
プロジェクトワークの技術などについても課題を通して修得
する。

　造園総合演習（3 年Ｌ必修）
　造園の計画および造園設計の実際を学ぶ。造園計画の諸領
域、例えば土地の扱い方から人間行動までの特性を理解し、
土地利用計画、敷地計画、施設計画に対応した造園計画の枠
組をマスタープランの策定、さらには基本計画及び基本設計
の方法と手法を 1／ 1000 ～ 1 ／ 200 スケールの課題を通し
て体得する。

　専攻研究（3 年 L 必修）
　造園科学科の専門性をふまえ、４年次の卒業論文（卒業制
作）や卒業後の進路も見据えて一研究室を選択し、調査や研
究に取り組む。環境計画・設計分野、ランドスケープ資源・
植物分野、景観建設・技術分野の研究室がすすめている諸研
究やゼミナールに実際に参画することによって、専門的知識・
能力を養う。

　専門特化演習（一）（4 年 F 選必）
　植物の遺伝、植物の基本形態、植物の繁殖生態、植物の物
質循環について学び、木本・草本植物の生理生態に関する実
験をおこなう「植物学」、特殊緑化（人工地盤、室内緑化、
高架下等）の緑化に関する演習をおこなう「都市緑化」、里
山管理やビオトープづくり、生き物管理に関わるフィールド
演習をおこなう「自然再生」、空間形態を提案する企画力、
デザイン力に特化させたデザインワークをおこなう「環境デ
ザイン」の中から１コースを選択する。

　専門特化演習（二）（4 年 L 選必）
　造園における土壌学（植栽基盤）に関する実験をおこなう
「植栽基盤」、建築に関わる地形の読み方や簡単な構造物のデ
ザイン演習をおこなう「建築デザイン」、造園施設や小規模
な建築物・構造物に関する詳細かつ実施可能な設計をおこな
う「エンジニアリングデザイン」、日本庭園の構成に関する
基本的な知識と技術的側面の理解と構築を主眼としたフィー
ルド演習をおこなう「伝統技法」の中から１コースを選択す
る。

　造園総合論 （4 年Ｌ必修）
　造園学のまとめとして、1〜 4年次に修得した思想、政策、
経済的問題、意匠、設計、計画、施工技術などの全学習内容

を連繁し、まとめるための理論構築法を学ぶ。

　卒業論文（卒業制作）（4 年通年必修）
　４年間の学習の総仕上げとして、研究テーマを設定し、研
究の着眼点を学ぶと同時に、研究計画のたて方、研究の進め
方、調査分析の方法、取りまとめ方、研究発表の方法等を修
得する。その過程において、それぞれの問題への対処の仕方
や問題解決能力を担当教員による指導を通して養う。

2-4　造園科学科の学習・教育目標

 造園家としての知識・能力を養うために 9つの具体的な学
習・教育目標が設定されています。これは JABEEの定める
技術者としての修得すべき知識・能力（第６章参照）とも連
携するものです。
　表２-２は、造園科学科の授業科目と学習・教育目標との
関係、表２-３は学習教育目標を達成するための授業科目の
流れを示しています。
　大学のウェブ・ページ（学生ポータル）から閲覧できるシ
ラバスに表示されている「学科の掲げる学習・教育目標」は、
このＡ～Ｇの目標を意味しています。

（A）地域レベルから地球レベル、並びに地域社会から国際
社会に至る幅広い視点から造園学をとらえ、その沿革、社会
的使命、将来の目標や課題を理解し、その発展に貢献できる
能力を修得する（地球的視野・社会的使命）
① 大学・学部の及び学科の理念である地域レベルから地球
レベルにいたる幅広い視点から地域と環境を認識するため
に、「地域環境科学概論」、「造園科学概論」、を配当し、その
補完として、「インターナショナル・スタディーズ（一）（二）」、
「特別講義（一）～（四）」、「地球の環境と炭素循環」、「緑の
経済論」を配当している。また、造園学の専門領域を理解す
るために、「風景地計画学」、「都市緑地計画学」を配当し、
造園学の果たすべき役割と社会的使命を総合的に学ぶために
「ランドスケープ政策論」、「造園総合論」を配当した。
② 造園学の発達を理解し、造園学の定義と意義を世界的・
歴史的な視点から学ぶために、「近代造園史」、「ランドスケー
プ作品論」を配当し、その基礎的知識、社会背景を得るため
に「哲学」、「科学の歴史」、「文学概論」を配当している。
③ 地域環境科学部造園科学科プログラムの学習目標を明確
にするとともに、プログラムを主体的に学ぶ姿勢を身につけ
るために「フレッシュマンセミナー」を配当し、技術者とし
ての国際的な社会的責務を認識できるよう「国際社会と社会
問題」、「技術者倫理」を配当する設計としている。

（B）社会に対して造園家としての使命感と責任（環境倫理・
技術者倫理）をもって取り組める能力を修得する（技術者倫
理）
① 環境と地域について、「地域環境科学概論」、「造園科学概
論」、「科学の歴史」で学び、造園技術者としての使命（職能）
を考える動機付け・基礎として、「フレッシュマンセミナー」、
「哲学」を配当した。更に「技術者倫理」、「造園総合演習」、「造
園総合論」において、その責任と取り組む能力を総合的・体
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系的に取得するよう設計している。
② 更に各分野においてことなる技術者の使命（職能）と責
任を学ぶために、環境の計画・設計に関わる「造園計画学」、
生物資源に関わる技術者の使命（職能）と責任を学ぶために、
「造園植栽演習」、「造園植栽学」、自然環境に関わる技術者の
使命（職能）と責任を学ぶために、「風景地計画学」、建設工
学に関わる技術者の使命（職能）と責任を学ぶために、「造
園工学演習」、「造園施工論」を配当し、造園建設工学分野の
取りまとめとして、専門性の高い「専門特化演習（二）（エ
ンジニアリング）を配当している。

（C）幅広い造園学の対象領域とそれらを司る原理（数物・
自然）やシステム（造園空間の特徴、構成要素、自然のシス
テム、社会や経済のシステムなど）を理解し、造園学を学ぶ
ための基礎的能力を修得する（基礎能力の修得）
① 植物を主体とした生物資源に関する生物的な基礎知識を
得るために「植物の生活と活用」、また「造園体験演習」に
よる実践的活動で修得を行なう。その基礎知識として「生物
学」、「地学」、「化学」を配当した。
② 野外における観察である「花・緑演習」を通じて造園植
物の識別能力を取得し、その種類と形態的・生理的特性を、「造
園樹木学」、「グラウンドカバープランツ」、「緑地生態学」、「造
園植栽学」、「造園植栽演習」を経て、「芝生論」、「植栽基盤論」、
「緑地の生き物」など関連分野の専門科目を学び、専門特化
演習（一）（植物学）（都市緑化）、専門特化演習（二）（植栽
基盤）においてより専門性の高い修得を目指すよう配当した。
③ 数理的・物理的な基礎知識として、「情報基礎（一）（二）」、
「物理学」、「造園工学基礎演習」を配し、「測量学」、「測量実
習」、「造園施設材料」、「造園工学」、「造園工学演習」、「造園
施工論」を通じ、造園空間の創生に向けた工学的知識と技術
の修得に努め、「専門特化演習（二）（エンジニアリング）を
配当することで専門性を高めるよう配当した。
④ 身近な空間や地域の問題の所在について「地域環境科学
概論」、「造園科学概論」、「特別講義（一）～（四）」、「景観論」、
「地球環境と炭素循環」、「源流文化学」、「環境学習と体験活
動」、「ランドスケープ作品論」、「地域と文化」、「国際関係と
社会問題」から学び、その調査と問題解決に向けての記録、
表現力を養い、造園技術者としてのモノの見方 ･考えをまと
める基礎として「共通演習」を配当した。
⑤ 造園計画の概念・意義を理解するために「造園計画学」
を配当し、自然的環境・社会的環境・歴史・文化的環境を理
解する上で必要となる法体系の基礎として「日本国憲法」を、
またその調査・解析手法に必要である「統計学」、概念とし
ての「緑の経済論」、「現代社会と経済」、「日本庭園論」を配
当し、総合的な見地からの問題解決する能力を養うべく「造
園総合演習」を配当した。
更に各分野における高次な計画手法の能力を修得すべく、専
門特化演習（一）（自然再生）・（環境デザイン）・（建築デザ
イン）、専門特化演習（二）（伝統技法）、「造園総合論」を配
当した。

（D）造園家として必要な言語（外国語を含む）、図面等によ
る表現能力、コミュニケーション能力を修得する（コミュニ
ケーション能力）
① 国際的なコミュニケーションを行なうための基礎的な言
語能力として、「英語（一）（二）（三） （四）」、「ドイツ語（一）

（二）」、「中国語（一）（二）」、「英語リーデイング」、語学検
定の「TOEIC 英語初級・中級」、専門性の高い「科学英語」、
を配当している。
② 図面によるコミュニケーション能力の基礎として、「造園
体験演習」、「環境デザイン基礎演習」、「CAD及び GIS 基礎
演習」、「測量実習」を配当し、それらの能力を高めるために
「造園植栽演習」、「造園工学演習」、より専門性の高い「専門
特化演習（一）（環境デザイン）」、「専門特化演習（二）（建
築デザイン）（エンジニアリング）」を配当している。またチー
ム内でのコミュニケーション能力を涵養するため「スポーツ・
レクリエーション（一）（二）」を配当している。
③ 日本語による論理的記述や討議の能力のために「文学概
論」を、説明するための基礎的な技術と手法を得るために「共
通演習」を配当し、「造園技術者として必要な総合力を養う
ために「造園総合演習」、「専攻研究」、「卒業論文（卒業制作）
を配当した設計となっている。
④ IT や ICT を活用した情報収集やコンピューターを取り
扱う基礎技術の基礎知識として「情報基礎（一）（二）」を配
当している。

（E）造園空間創成に向けて問題や課題を調査・分析し、それ
らの解決手段の総合化（プランニング）技術とその具現化手
法であるデザイン技術を修得する（計画能力）
① 造園学の視点から各種造園空間の創成にむけての計画学
的なアプローチの視点、デザイン技術能力を取得するために
「造園計画学」、「ランドスケープ作品論」、「緑の経済論」、「ラ
ンドスケープデザイン論」、「都市緑地計画学」、「風景地計画
学」、「公園マナージメント論」、「都市および農村計画」、「自
然保護論」、「観光計画論」を配当している。
② 課題の認識と理解を具体的に計画・設計するための技術
を得るために「造園工学演習」、「造園総合演習」を配当し、
その基礎を養うために「環境デザイン基礎演習」、「共通演習」
を配当した。更に専門性の高い、実践的な技術と能力の取得
のために「専門特化演習（一）（二）」を配当した設計となっ
ている。
また造園技術者として必要な総合力を養うために「専攻研
究」、「卒業論文（卒業制作）を配当した設計となっている。

（F）造園空間の創成に必要な植物（種類、生理生態、美観的
特性）について理解し、技術と手法（植栽、育成管理）を修
得する（技術・手法）
① 造園空間の構成要素である植物の種類・形態・生理的特
性を「植物の生活と活用」、「造園樹木学」、「グラウンドカバー
プランツ」を配当して修得する。
② 造園植物の生態・効用・植栽技術・管理に関する技術を
修得するために、基礎的な「造園体験演習」、「花・緑演習」
を配当し、更に「造園植栽学」、「造園植栽演習」、「緑地生態
学」、「芝生論」、「植栽基盤論」、「緑地の生きもの」、「樹木の
保護と管理」で得た技術を「専門特化演習（一）（植物学）（都
市緑化）（自然再生）」、「専門特化演習（二）（植栽基盤）」に
おいてより高度な技術力の修得に励む設計となっている。
③ 造園空間を創成するための各種技術・手法（材料、工法、
建設技術、管理技術）の総合的実践として「専攻研究」、「卒
業論文（卒業制作）」を位置づけている。

◇教育カリキュラム◇
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（G）造園空間を創成するための具体的手法（工学的知識、
計測技術、建設・施工）を修得する（技術・手法）
① 造園施設材料の種類と特性などに関する知識として「造
園施設材料」を配当し、建設工学、施工管理に関わる理論・
手法・技術を「造園工学」、「造園工学演習」、「造園施工論」、
造園施設設計」で修得する。またその基礎的理論として「景
観論」、計測手法の基礎として「造園工学基礎演習」、「測量学」、
「測量実習」を配当している。またここで修得した技術の総
合化として「造園総合演習」を位置づけ、高度な技術力取得
のために「専門特化演習（一）（環境デザイン）」、「専門特化
演習（二）（建築デザイン）（エンジニアリング）（伝統技法）」
を配当した設計となっている。
② 造園空間を創成するための各種技術・手法（材料、工法、
建設技術、管理技術）の総合的実践として「専攻研究」、「卒
業論文（卒業制作）」を位置づけている。

（H）プロジェクト（研究調査等）を計画的・組織的に推進
する実務的・実践的な能力を修得する（実学主義） （応用力）
① 造園空間の創出を課題としたプロジェクトを体験的に感
じる「造園工学演習」を配当し、その基礎的能力・造園的思
考・コミュニケ－ション能力を養うために、「造園体験演習、
「共通演習」、「測量実習」、「造園植栽演習」、「スポーツ・レ
クリエーション（一）（二）」、「源流文化学」を配当している。
また技術者としてのマナー・倫理観の構築を「ビジネスマ
ナー」、「技術者倫理」で得る配当となっている。
② 上記で修得した能力を応用的に発現するために「造園総
合演習」を配当し、具体的な空間創造に欠かせない「造園施
工論」、時に国際的な場所での施工も伴うことから「科学英語」
や造園の企画・立案などを検討する能力を養う「ランドスケー
プ政策論」も配当し、社会貢献を意図した卒業研究テーマの
発見や研究計画の設計、データ解析、考察を通して、実務的
かつ計画的な解決能力を修得するために、「専攻研究」、「卒
業論文（卒業制作）」、「専門特化演習（一）（二）」、「造園総
合論」を配当する設計となっている。

◇教育カリキュラム◇
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化
（
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
）
技

術
と

そ
の

具
現

化
手

法
で

あ
る

デ
ザ

イ
ン

技
術

を
修

得
す

る
（
計

画
能

力
）

　
（
F
）
　

造
園

空
間

の
創

成
に

必
要

な
植

物
（
種

類
，

生
理

生
態

，
美

観
的

特
性

）
に

つ
い

て
理

解
し

，
技

術
と

手
法

（
植

栽
，

育
成

管
理

）
を

修
得

す
る

（
技

術
・
手

法
）

　
（
G

）
　

造
園

空
間

を
創

成
す

る
た

め
の

具
体

的
手

法
（
工

学
的

知
識

，
計

測
技

術
，

建
設

・
施

工
）
を

修
得

す
る

（
技

術
・
手

法
）

　
（
H

）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
研

究
調

査
等

）
を

計
画

的
・
組

織
的

に
推

進
す

る
実

務
的

・
実

践
的

な
能

力
を

修
得

す
る

（
実

学
主

義
）
（
応

用
力

）

J
A

B
E
E
の

定
め

る
共

通
の

学
習

・
教

育
目

標
　

（
a）

　
地

球
的

視
点

か
ら

多
面

的
に

物
事

を
考

え
る

能
力

と
そ

の
素

養

　
（
b）

　
技

術
が

社
会

や
自

然
に

及
ぼ

す
影

響
や

効
果

，
及

び
技

術
者

が
社

会
に

対
し

て
負

っ
て

い
る

責
任

に
関

す
る

理
解

　
（
c
）
　

数
学

及
び

自
然

科
学

に
関

す
る

知
識

と
そ

れ
ら

を
応

用
す

る
能

力

　
（
d）

　
当

該
分

野
に

お
い

て
必

要
と

さ
れ

る
専

門
的

知
識

と
そ

れ
ら

を
応

用
す

る
能

力

　
（
e
）
　

種
々

の
科

学
，

技
術

及
び

情
報

を
活

用
し

て
社

会
の

要
求

を
解

決
す

る
た

め
の

デ
ザ

イ
ン

能
力

　
（
f）

　
 論

理
的

な
記

述
力

，
口

頭
発

表
力

，
討

議
等

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

　
（
g）

　
自

主
的

，
継

続
的

に
学

習
す

る
能

力

　
（
h
）
　

与
え

ら
れ

た
制

約
の

下
で

計
画

的
に

仕
事

を
進

め
，

ま
と

め
る

能
力

　
（
i）

　
 チ

ー
ム

で
仕

事
を

す
る

た
め

の
能

力

　
（
C

）
　

幅
広

い
造

園
学

の
対

象
領

域
と

そ
れ

ら
を

司
る

原
理

（
数

物
・
自

然
）
や

シ
ス

テ
ム

（
造

園
空

間
の

特
徴

，
構

成
要

素
，

自
然

の
シ

ス
テ

ム
，

社
会

や
経

済
の

シ
ス

テ
ム

，
情

報
な

ど
）
を

理
解

し
，

　
　

　
　

 造
園

学
を

学
ぶ

た
め

の
基

礎
的

能
力

を
修

得
す

る
（
基

礎
能

力
の

修
得

）

学
科

専
門

科
目

（
必

修
科

目
）

学
科

基
礎

科
目

（
選

択
必

修
科

目
）

学
科

専
門

科
目

（
選

択
必

修
科

目
）

外
国

語
科

目
（
必

修
科

目
）

外
国

語
科

目
（
選

択
科

目
）

学
科

専
門

科
目

（
選

択
科

目
）

造
園

家
と

し
て

必
要

な
言

語
（
外

国
語

を
含

む
）
，

図
面

等
に

よ
る

表
現

能
力

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
修

得
す

る
（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

）

造
園

空
間

創
成

に
向

け
て

問
題

や
課

題
を

調
査

・
分

析
し

，
そ

れ
ら

の
解

決
手

段
の

総
合

化
（
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
）
技

術
と

そ
の

具
現

化
手

法
で

あ
る

デ
ザ

イ
ン

技
術

を
修

得
す

る
（
計

画
能

力
）

総
合

教
育

科
目

（
選

択
科

目
）

学 年

F ・ L
科

目
名

J
A

B
E
E
の

学
習

・
教

育
目

標
と

学
科

学
習

・
教

育
目

標

P
B

L
（
P

ro
bl

e
m

B
as

e
d 

L
e
ar

n
in

g）
対

応
科

目

総
合

教
育

・
専

門
科

目

備
考

C

総
合

教
育

科
目

（
必

修
科

目
）

D
E

H

単 位 数

幅
広

い
造

園
学

の
対

象
領

域
と

そ
れ

ら
を

司
る

原
理

（
数

物
・
自

然
）
や

シ
ス

テ
ム

（
造

園
空

間
の

特
徴

，
構

成
要

素
，

自
然

の
シ

ス
テ

ム
，

社
会

や
経

済
の

シ
ス

テ
ム

，
情

報
な

ど
）
を

理
解

し
，

造
園

学
を

学
ぶ

た
め

の
基

礎
的

能
力

を
修

得
す

る
（
基

礎
能

力
の

修
得

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
研

究
調

査
等

）
を

計
画

的
・
組

織
的

に
推

進
す

る
実

務
的

・
実

践
的

な
能

力
を

修
得

す
る

（
実

学
主

義
）
（
応

用
力

）

表
2
−
2　
造
園
科
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
学
習
・
教
育
目
標
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A
B

F
G

地
域

レ
ベ

ル
か

ら
地

球
レ

ベ
ル

に
至

る
幅

広
い

視
点

か
ら

造
園

学
を

と
ら

え
，

そ
の

沿
革

，
社

会
的

使
命

，
将

来
の

目
標

や
課

題
を

理
解

し
，

そ
の

発
展

に
貢

献
で

き
る

能
力

を
修

得
す

る
（
地

球
的

視
野

・
社

会
的

使
命

）

社
会

に
対

し
て

造
園

家
と

し
て

の
使

命
感

と
責

任
（
環

境
倫

理
・
技

術
者

倫
理

）
を

も
っ

て
取

り
組

め
る

能
力

を
修

得
す

る
（
技

術
者

倫
理

）

造
園

空
間

の
創

成
に

必
要

な
植

物
（
種

類
，

生
理

生
態

，
美

観
的

特
性

）
に

つ
い

て
理

解
し

，
技

術
と

手
法

（
植

栽
，

育
成

管
理

）
を

修
得

す
る

（
技

術
・

手
法

）

造
園

空
間

を
創

成
す

る
た

め
の

具
体

的
手

法
（
工

学
的

知
識

，
計

測
技

術
，

建
設

・
施

工
）
を

修
得

す
る

（
技

術
・
手

法
）

(a
)

(b
)

(a
)

(c
)

(d
)

(f
)

(i
)

(c
)

(d
)

(e
)

(d
)

(d
)

(d
)

(f
)

(g
)

(h
)

(i
)

1
年

F
2

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
 

◎
◎

1
年

F
2

情
報
基
礎
(
一
)
 

○
◎

◎
1
年

L
2

情
報
基
礎
(
二
)
 

○
◎

◎
1
年

L
1

共
通

演
習

 
○

◎
◎

○
○

○
◎

1
年

F
2

英
語
(
一
)
 

◎
1
年

L
2

英
語
(
二
)
 

◎
2
年

F
2

英
語
(
三
)
 

◎
2
年

L
2

英
語
(
四
)
 

◎
1
年

F
2

地
域
環
境
科
学
概
論

◎
◎

○
1
年

F
2

造
園
科
学
概
論

◎
◎

○
○

1
年

L
2

環
境
デ
ザ
イ
ン
基
礎
演
習
 

◎
○

1
年

F
2

造
園
体
験
演
習
 

○
○

○
◎

○
1
年

L
2

植
物
の
生
活
と
活
用

◎
○

1
年

L
2

花
・
緑
演
習
 

◎
◎

◎
1
年

L
2

造
園
樹
木
学

◎
◎

2
年

L
2

近
代
造
園
史

◎
2
年

F
2

造
園
計
画
学

◎
○

○
○

2
年

F
2

グ
ラ
ウ
ン
ド
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ

◎
◎

◎
2
年

L
2

緑
地
生
態
学

○
◎

◎
◎

2
年

L
2

造
園
植
栽
学

◎
○

○
◎

2
年

F
2

造
園
工
学
基
礎
演
習

◎
◎

○
2
年

L
2

造
園
施
設
材
料

○
◎

◎
2
年

F
2

測
量
実
習
 

◎
○

◎
○

2
年

F
2

測
量
学

◎
◎

2
年

L
4

造
園

植
栽

演
習

○
◎

◎
◎

○
3
年

F
2

都
市
緑
地
計
画
学

○
◎

3
年

F
2

風
景
地
計
画
学

○
◎

◎
3
年

F
2

日
本

庭
園

論
◎

3
年

F
2

造
園
工
学

◎
◎

◎
3
年

L
2

造
園
施
工
論

◎
○

○
◎

◎
3
年

F
4

造
園

工
学

演
習

○
○

◎
◎

○
○

○
◎

○
◎

◎
3
年

L
4

造
園
総
合
演
習

○
○

◎
○

◎
○

◎
◎

3
年

L
2

技
術
者
倫
理
（
当
学
科
で
は
必
修
扱
い
）

◎
◎

○
3
年

L
2

専
攻
研
究

◎
◎

◎
◎

◎
4
年

L
2

造
園

総
合

論
◎

◎
○

○
◎

◎
◎

4
年

－
4

卒
業
論
文
(
卒
業
制
作
)

◎
○

○
◎

◎
◎

1
年

F
2

哲
学

◎
◎

1
年

L
2

科
学
の
歴
史

◎
◎

1
年

L
2

文
学
概
論

◎
○

1
年

F
2

生
物
学

◎
○

1
年

F
2

化
学

◎
○

1
年

L
2

物
理
学

◎
○

○
1
年

F
2

地
学

◎
○

2
年

L
2

日
本
国
憲
法
 

◎
○

2
年

L
2

地
域
と
文
化

◎
○

2
年

F
2

統
計
学

◎
○

○
3
年

F
2

現
代
社
会
と
経
済

◎
○

3
年

L
2

国
際
関
係
と
社
会
問
題

◎
◎

○
4
年

F
4

専
門
特
化
演
習
(
一
)
(
植
物
学
)

○
○

◎
○

○
◎

4
年

F
4

専
門
特
化
演
習
(
一
)
(
都
市
緑
化
)

○
○

◎
○

○
◎

4
年

F
4

専
門
特
化
演
習
(
一
)
(
環
境
デ
ザ
イ
ン
)

○
○

◎
○

◎
○

○
◎

4
年

F
4

専
門
特
化
演
習
(
一
)
(
自
然
再
生
)

○
○

◎
○

○
◎

4
年

L
4

専
門
特
化
演
習
(
二
)
(
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
)

○
○

○
◎

○
○

◎
○

○
◎

4
年

L
4

専
門
特
化
演
習
(
二
)
(
植
栽
基
盤
)

○
○

◎
○

○
◎

4
年

L
4

専
門
特
化
演
習
(
二
)
(
建
築
デ
ザ
イ
ン
)

○
○

◎
○

◎
○

○
◎

4
年

L
4

専
門
特
化
演
習
(
二
)
(
伝
統
技
法
)

○
○

◎
○

○
◎

1
年

F
2

中
国
語
(
一
)
 

◎
1
年

L
2

中
国
語
(
二
)
 

◎
1
年

F
2

ド
イ
ツ
語
(
一
)
 

◎
1
年

L
2

ド
イ
ツ
語
(
二
)
 

◎
1
年

F
2

英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

◎
3
年

L
2

科
学
英
語

◎
○

3
年

F
2

T
O
E
I
C
英
語
初
級

◎
3
年

L
2

T
O
E
I
C
英
語
中
級

◎
1
年

F
1

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
(
一
)

○
○

1
年

L
1

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
(
二
)

○
○

2
年

L
1

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

○
1
～
4
年

―
2

特
別
講
義
(
一
)

◎
◎

1
～
4
年

―
2

特
別
講
義
(
二
)

◎
◎

1
～
4
年

―
2

特
別
講
義
(
三
)

◎
◎

1
～
4
年

―
2

特
別
講
義
(
四
)

◎
◎

1
～
4
年

―
2

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
(
一
)

◎
1
～
4
年

―
2

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
(
二
)

◎
1
年

L
2

地
球
環
境
と
炭
素
循
環

◎
◎

2
年

F
2

環
境
学
習
と
体
験
活
動

◎
2
年

F
2

源
流
文
化
学

○
○

1
年

L
2

景
観
論

◎
◎

2
年

F
2

緑
の

経
済

論
○

◎
○

2
年

F
2

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
作
品
論

○
◎

◎
○

2
年

L
2

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
論

◎
◎

2
年

F
2

C
A
D
及
び
G
I
S
基
礎
演
習
 

◎
3
年

L
2

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
政
策
論

○
　

◎
3
年

L
2

自
然
保
護
論

◎
3
年

L
2

観
光
計
画
論

◎
3
年

F
2

公
園
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
論

◎
3
年

L
2

都
市
お
よ
び
農
村
計
画

◎
◎

3
年

F
2

芝
生
論

○
○

◎
3
年

L
2

樹
木
の
保
護
と
管
理

◎
3
年

L
2

緑
地

の
生

き
も

の
◎

○
3
年

F
2

植
栽
基
盤
論

○
◎

3
年

L
2

造
園
施
設
設
計

◎

当
該

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

学
習

・
教

育
目

標
　

（
A

）
　

地
域

レ
ベ

ル
か

ら
地

球
レ

ベ
ル

に
至

る
幅

広
い

視
点

か
ら

造
園

学
を

と
ら

え
，

そ
の

沿
革

，
社

会
的

使
命

，
将

来
の

目
標

や
課

題
を

理
解

し
，

そ
の

発
展

に
貢

献
で

き
る

能
力

を
修

得
す

る
（
地

球
的

視
野

・
社

会
的

使
命

）

　
（
B

）
　

社
会

に
対

し
て

造
園

家
と

し
て

の
使

命
感

と
責

任
（
環

境
倫

理
・
技

術
者

倫
理

）
を

も
っ

て
取

り
組

め
る

能
力

を
修

得
す

る
（
技

術
者

倫
理

）

　
（
D

）
　

造
園

家
と

し
て

必
要

な
言

語
（
外

国
語

を
含

む
）
，

図
面

等
に

よ
る

表
現

能
力

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
修

得
す

る
（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

）

　
（
E
）
　

造
園

空
間

創
成

に
向

け
て

問
題

や
課

題
を

調
査

・
分

析
し

，
そ

れ
ら

の
解

決
手

段
の

総
合

化
（
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
）
技

術
と

そ
の

具
現

化
手

法
で

あ
る

デ
ザ

イ
ン

技
術

を
修

得
す

る
（
計

画
能

力
）

　
（
F
）
　

造
園

空
間

の
創

成
に

必
要

な
植

物
（
種

類
，

生
理

生
態

，
美

観
的

特
性

）
に

つ
い

て
理

解
し

，
技

術
と

手
法

（
植

栽
，

育
成

管
理

）
を

修
得

す
る

（
技

術
・
手

法
）

　
（
G

）
　

造
園

空
間

を
創

成
す

る
た

め
の

具
体

的
手

法
（
工

学
的

知
識

，
計

測
技

術
，

建
設

・
施

工
）
を

修
得

す
る

（
技

術
・
手

法
）

　
（
H

）
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
研

究
調

査
等

）
を

計
画

的
・
組

織
的

に
推

進
す

る
実

務
的

・
実

践
的

な
能

力
を

修
得

す
る

（
実

学
主

義
）
（
応

用
力

）

J
A

B
E
E
の

定
め

る
共

通
の

学
習

・
教

育
目

標
　

（
a）

　
地

球
的

視
点

か
ら

多
面

的
に

物
事

を
考

え
る

能
力

と
そ

の
素

養

　
（
b）

　
技

術
が

社
会

や
自

然
に

及
ぼ

す
影

響
や

効
果

，
及

び
技

術
者

が
社

会
に

対
し

て
負

っ
て

い
る

責
任

に
関

す
る

理
解

　
（
c
）
　

数
学

及
び

自
然

科
学

に
関

す
る

知
識

と
そ

れ
ら

を
応

用
す

る
能

力

　
（
d）

　
当

該
分

野
に

お
い

て
必

要
と

さ
れ

る
専

門
的

知
識

と
そ

れ
ら

を
応

用
す

る
能

力

　
（
e
）
　

種
々

の
科

学
，

技
術

及
び

情
報

を
活

用
し

て
社

会
の

要
求

を
解

決
す

る
た

め
の

デ
ザ

イ
ン

能
力

　
（
f）

　
 論

理
的

な
記

述
力

，
口

頭
発

表
力

，
討

議
等

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

　
（
g）

　
自

主
的

，
継

続
的

に
学

習
す

る
能

力

　
（
h
）
　

与
え

ら
れ

た
制

約
の

下
で

計
画

的
に

仕
事

を
進

め
，

ま
と

め
る

能
力

　
（
i）

　
 チ

ー
ム

で
仕

事
を

す
る

た
め

の
能

力

　
（
C

）
　

幅
広

い
造

園
学

の
対

象
領

域
と

そ
れ

ら
を

司
る

原
理

（
数

物
・
自

然
）
や

シ
ス

テ
ム

（
造

園
空

間
の

特
徴

，
構

成
要

素
，

自
然

の
シ

ス
テ

ム
，

社
会

や
経

済
の

シ
ス

テ
ム

，
情

報
な

ど
）
を

理
解

し
，

　
　

　
　

 造
園

学
を

学
ぶ

た
め

の
基

礎
的

能
力

を
修

得
す

る
（
基

礎
能

力
の

修
得

）

学
科

専
門

科
目

（
必

修
科

目
）

学
科

基
礎

科
目

（
選

択
必

修
科

目
）

学
科

専
門

科
目

（
選

択
必

修
科

目
）

外
国

語
科

目
（
必

修
科

目
）

外
国

語
科

目
（
選

択
科

目
）

学
科

専
門

科
目

（
選

択
科

目
）

造
園

家
と

し
て

必
要

な
言

語
（
外

国
語

を
含

む
）
，

図
面

等
に

よ
る

表
現

能
力

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
修

得
す

る
（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

）

造
園

空
間

創
成

に
向

け
て

問
題

や
課

題
を

調
査

・
分

析
し

，
そ

れ
ら

の
解

決
手

段
の

総
合

化
（
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
）
技

術
と

そ
の

具
現

化
手

法
で

あ
る

デ
ザ

イ
ン

技
術

を
修

得
す

る
（
計

画
能

力
）

総
合

教
育

科
目

（
選

択
科

目
）

学 年

F ・ L
科

目
名

J
A

B
E
E
の

学
習

・
教

育
目

標
と

学
科

学
習

・
教

育
目

標

P
B

L
（
P

ro
bl

e
m

B
as

e
d 

L
e
ar

n
in

g）
対

応
科

目

総
合

教
育

・
専

門
科

目

備
考

C

総
合

教
育

科
目

（
必

修
科

目
）

D
E

H

単 位 数

幅
広

い
造

園
学

の
対

象
領

域
と

そ
れ

ら
を

司
る

原
理

（
数

物
・
自

然
）
や

シ
ス

テ
ム

（
造

園
空

間
の

特
徴

，
構

成
要

素
，

自
然

の
シ

ス
テ

ム
，

社
会

や
経

済
の

シ
ス

テ
ム

，
情

報
な

ど
）
を

理
解

し
，

造
園

学
を

学
ぶ

た
め

の
基

礎
的

能
力

を
修

得
す

る
（
基

礎
能

力
の

修
得

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
研

究
調

査
等

）
を

計
画

的
・
組

織
的

に
推

進
す

る
実

務
的

・
実

践
的

な
能

力
を

修
得

す
る

（
実

学
主

義
）
（
応

用
力

）

F

29



地
域

環
境

科
学

概
論

科
学

の
歴

史
 

風
景

地
計

画
学

国
際

関
係

と
社

会
問

題

造
園

科
学

概
論

近
代

造
園

史
都

市
緑

地
計

画
学

造
園

総
合

論

ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ

ﾝ
ｾ

ﾐﾅ
ｰ

文
学

概
論

技
術

者
倫

理

哲
学

地
球

環
境

と
炭

素
循

環
緑

の
経

済
論

ﾗ
ﾝ
ﾄﾞ

ｽ
ｹ

ｰ
ﾌ
ﾟ政

策
論

ﾗ
ﾝ
ﾄﾞ

ｽ
ｹ

ｰ
ﾌ
ﾟ作

品
論

　

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
(一

)
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
(二

)
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
(一

)
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
(二

)
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
(一

)
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
(二

)
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
(一

)
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
ス

タ
デ

ィ
ー

ズ
(二

)

地
域

環
境

科
学

概
論

科
学

の
歴

史
造

園
植

栽
演

習
技

術
者

倫
理

造
園

科
学

概
論

　
造

園
植

栽
学

造
園

総
合

論

ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ

ﾝ
ｾ

ﾐﾅ
ｰ

　
造

園
計

画
学

風
景

地
計

画
学

造
園

総
合

演
習

専
門

特
化

演
習

(二
)(
エ

ン
ジ

ニ
ア

)

哲
学

造
園

工
学

演
習

造
園

施
工

論

地
域

環
境

科
学

概
論

現
代

社
会

と
経

済
専

門
特

化
演

習
(一

)(
植

物
学

)
専

門
特

化
演

習
(二

)(
建

築
デ

ザ
イ

ン
)

造
園

体
験

演
習

共
通

演
習

測
量

学
地

域
と

文
化

日
本

庭
園

論
専

門
特

化
演

習
(一

)(
都

市
緑

化
)

専
門

特
化

演
習

(二
)(
エ

ン
ジ

ニ
ア

)

造
園

科
学

概
論

　
測

量
実

習
造

園
施

設
材

料
造

園
工

学
造

園
施

工
論

専
門

特
化

演
習

(一
)(
自

然
再

生
)

専
門

特
化

演
習

(二
)(
植

栽
基

盤
)

植
物

の
生

活
と

活
用

造
園

工
学

基
礎

演
習

造
園

植
栽

演
習

造
園

工
学

演
習

造
園

総
合

演
習

専
門

特
化

演
習

(一
)(
環

境
デ

ザ
イ

ン
)

専
門

特
化

演
習

(二
)(
伝

統
技

法
)

生
物

学
造

園
樹

木
学

造
園

植
栽

学
造

園
総

合
論

化
学

花
・
緑

演
習

グ
ラ

ウ
ン

ド
カ

バ
ー

プ
ラ

ン
ツ

緑
地

生
態

学

地
学

物
理

学
造

園
計

画
学

情
報

基
礎

(一
)

情
報

基
礎

(二
)

統
計

学
日

本
国

憲
法

国
際

関
係

と
社

会
問

題

景
観

論
緑

の
経

済
論

植
栽

基
盤

論
　

地
球

環
境

と
炭

素
循

環
環

境
学

習
と

体
験

活
動

芝
生

論
緑

地
の

生
き

物

　
ﾗ
ﾝ
ﾄﾞ

ｽ
ｹ

ｰ
ﾌ
ﾟ作

品
論

源
流

文
化

学

英
　

語
(一

）
英

　
語

(二
）

英
　

語
（
三

）
英

　
語

(四
）

専
門

特
化

演
習

(二
)(
建

築
デ

ザ
イ

ン
)

情
報

基
礎

（
一

）
情

報
基

礎
（
二

）
専

門
特

化
演

習
(二

)(
エ

ン
ジ

ニ
ア

)

造
園

体
験

演
習

環
境

デ
ザ

イ
ン

基
礎

演
習

測
量

実
習

造
園

植
栽

演
習

造
園

工
学

演
習

造
園

総
合

演
習

専
門

特
化

演
習

(一
)(
環

境
デ

ザ
イ

ン
)

共
通

演
習

専
攻

研
究

　 　
文

学
概

論

ド
イ

ツ
語

（
一

）
ド

イ
ツ

語
（
二

）
C

A
D

及
び

G
IS

基
礎

演
習

　
　

中
国

語
（
一

）
中

国
語

（
二

）
T
O

E
IC

英
語

初
級

T
O

E
IC

英
語

中
級

英
語

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

科
学

英
語

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ
･ﾚ

ｸ
ﾘ
ｴ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

(一
)

ｽ
ﾎ

ﾟｰ
ﾂ
･ﾚ

ｸ
ﾘ
ｴ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

(二
)

造
園

技
術

者
と

し
て

必
要

な
言

語
（
外

国
語

を
含

む
）
、

図
面

等
に

よ
る

表
現

能
力

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
修

得
す

る
（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

）
。

必 修

卒
業

論
文

（
卒

業
制

作
）

選 択

D

特
別

講
義

(一
)～

(四
)

B

社
会

に
対

し
て

造
園

技
術

者
と

し
て

の
使

命
感

と
責

任
（
環

境
倫

理
・
技

術
者

倫
理

）
を

も
っ

て
取

り
組

め
る

能
力

を
修

得
す

る
（
技

術
者

倫
理

）

必 修

特
別

講
義

(一
)～

(四
)

前
期

A

地
域

レ
ベ

ル
か

ら
地

球
レ

ベ
ル

に
至

る
幅

広
い

視
点

か
ら

造
園

学
を

と
ら

え
、

そ
の

沿
革

、
社

会
的

使
命

、
将

来
の

目
標

や
課

題
を

理
解

し
、

そ
の

発
展

に
貢

献
で

き
る

能
力

を
修

得
す

る
（
社

会
的

使
命

）

C

幅
広

い
造

園
学

の
対

象
領

域
と

そ
れ

ら
を

司
る

原
理

や
シ

ス
テ

ム
（
造

園
空

間
の

特
徴

、
構

成
要

素
、

自
然

の
シ

ス
テ

ム
、

社
会

や
経

済
の

シ
ス

テ
ム

な
ど

）
を

理
解

し
、

造
園

学
を

学
ぶ

た
め

の
基

礎
的

能
力

を
修

得
す

る
（
基

礎
能

力
の

修
得

）

必 修 選 択

特
別

講
義

(一
)～

(四
)

特
別

講
義

(一
)～

(四
)

特
別

講
義

(一
)～

(四
)

　
学

習
･教

育
目

標

１
　

年
３

　
年

４
　

年

前
期

後
期

前
期

後
期

２
　

年

後
期

前
期

後
期

必 修 選 択

特
別

講
義

(一
)～

(四
)

特
別

講
義

(一
)～

(四
)

特
別

講
義

(一
)～

(四
)

表
2
−
3　
学
習
・
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
授
業
の
流
れ
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2-5　実習・演習科目
　造園科学科が開講するカリキュラムの最も大きな特徴は、
演習と講義が密接な関係を保ちながら，換言すれば演習科目
と講義科目が相互に補完し合いながら造園学の体系を理解す
るということです。演習では、専門分野の教員が複数で関わ
り、演習の進行段階に応じてそれぞれの立場から指導します。
多くは講義と並行して、場合によっては講義より先行して演
習がなされることもあります。それによって専門分化教育の

弊害を防ぎ、実学としての総合的な応用力を養います。また
演習で具体的な課題をあらかじめ体験しておくことによっ
て、講義を聞く耳を養うという意図があります。
　実習・演習科目は，表 2-4 に示すように，I. 動機付けを目
的とし造園への関心を高める（広める）段階、II. 基礎的知
識を習得する段階、III. 造園学の最大の特徴である各専門分
野を連繋して総合する段階、IV. 専門分野，総合化した分野
に関わらず，修得した内容を展開，深化する段階、に分けて
設けられています。

表 2-4　実習・演習科目の開講目的と科目名

目的 科目名 開講年 開講期 必修・選択
Ⅰ．造園への関心を高める（広める） フレッシュマンセミナー 1 F 必修

造園体験演習 1 F 必修
共通演習 1 L 必修

Ⅱ．基礎的知識を習得する 情報基礎（一） 1 F 必修
情報基礎（二） 1 L 必修
環境デザイン基礎演習 1 L 必修
花・緑演習 1 L 必修
CAD及びGIS 基礎演習 2 F 選択
測量実習 2 F 必修
造園工学基礎演習 2 F 必修

Ⅲ．連繋する，総合する 造園植栽演習 2 L 必修
造園工学演習 3 F 必修
造園総合演習 3 L 必修
専攻研究 3 L 必修

Ⅳ．展開する，専門性を深化する 専門特化演習（一）（植物学） 4 F 選必
専門特化演習（一）（都市緑化） 4 F 選必
専門特化演習（一）（自然再生） 4 F 選必
専門特化演習（一）（環境デザイン） 4 F 選必
専門特化演習（二）（植栽基盤） 4 L 選必
専門特化演習（二）（建築デザイン） 4 L 選必
専門特化演習（二）（エンジニアリングデザイン） 4 L 選必
専門特化演習（二）（伝統技法） 4 L 選必
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2-6　学年進行と科目の配当
　造園科学科のカリキュラムを構成する科目は、環境計画・
設計分野、ランドスケープ資源・植物分野、景観建設・技術
分野という分野別の括りとともに、造園科学教育の基礎とな
る基礎教養的な科目から、応用的な科目や総合化の科目があ
ります。
　各専門科目がそれぞれの内容や性格によって、それぞれの
段階に応じて第１期～第８期まで系統的に並べられていま
す。
　表 2-1（p.20）では、カリキュラム構成が４年間のタイム
スケジュールに沿って示されています。例えば「ランドスケー
プ作品論」は 2年次に配当されていますが、これは、早い時
期から具体的な造園作品やそれぞれの分野で活躍する造園家
に親しむという教育効果に配慮しています。
　ただし，これらの並びは決められたものではありません。
学習目的によっては，それぞれの学習内容に先行して学ぶ科
目のある場合も起こります。また多くの知識や体験をした後
に学ぶことが望ましい基礎的な科目がある場合も起こりま
す。

2-7　選択科目の履修について
　「必修科目」は造園科学を学ぶすべての学生が最低限修得
すべき知識や技術に関わる科目であり、造園の各分野を広く
カバーするように、かつ基礎から応用まで様々なレベルの知

識や技術が身に付くように体系的に選定されています。
　それに対して、「選択科目」は低学年にあっては幅広い知
識や教養を身につけるための、また高学年にあっては将来の
進路（職能や職域）を意識して、各自の専門性をより深める
ために必要な科目という視点から設けられたものです。
　卒業に必要な単位数 124 単位の内、造園科学科では 2/3 程
度が必修科目であり、残りについては選択科目を履修してい
くことになります。造園科学科のカリキュラム構成のねらい
を十分に理解した上で、また自分の進路（将来の活躍分野）
をよく考慮した上で、計画的な履修をおこなうよう心がけて
下さい。

2-8　専門分野と専門家育成シナリオ
　これらの履修科目は、卒業後希望する職能分野、あるいは
自分の興味を考慮して、各自が選択できるようになっていま
す。毎年４月にその年次に履修する選択科目を決めることに
なりますが、カリキュラム構成の全体像を十分理解しておく
ことが大切です。
　本学科のカリキュラムを構成する３つの分野は、社会で活
躍する造園科学科卒業生の職能や職域を意識して設定したも
のです。
　「環境計画・設計分野」は、都市計画・公園緑地のプランナー、
環境計画コンサルタント、ランドスケープ・デザイナーなど
の教育を目標に、環境行政、まちづくり・公園行政担当の公
務員も視野に入れています。「ランドスケープ資源・植物分野」

写真 2-1　環境デザイン基礎演習 写真 2-3 測量実習

写真 2-2　花・緑演習 写真 2-4　造園総合演習
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は、主に造園建設や緑化樹木生産の技術者、自然再生緑化コ
ンサルタントなどの教育を目標に、自然保護行政や都市緑化
行政担当の公務員にも対応させています。「景観建設・技術
分野」は、造園設計事務所、造園建設会社、造園施設材料メー
カーなどの技術者教育をねらいとして、景観行政、公園行政
担当の公務員も意識したものです。
　表 2-5～2-7 はそれぞれの職能領域、すなわち各分野を基
礎とした履修モデルです。これらを比較するとわかるように、
必修科目は３分野を横断するように、選択科目はそれぞれの
分野の特性に応じて選定され、４年間を終えた時点でそれぞ
れの特徴と専門性を備えた人材が育つように工夫されていま

す。履修指導については、学部教育の特性に鑑み、幅広い造
園総合教育を基本方針としています。
　３年次からは卒業後の進路（就職する職域や職能）に応
じた選択履修が可能なように年次配当されています。履修
指導については、１年次は「フレッシュマンセミナー」で、
２年次以上は各学年の始まりに「ガイダンス講義」を行っ
ています。また、外国人留学生、造園産業の後継者、公務員
志望者等を対象に、日本の造園事情解説、現場見学などをお
こなうチューター（特別の教育担当者）制と特別プログラム
を実施しています。

表 2-5「環境計画・設計分野」を基本とした履修モデル

1年次 2年次 3年次 4年次
必修科目 フレッシュマンセミナー 英語（三） 造園工学 造園総合論

情報基礎（一） 英語（四） 造園施工論 卒業論文（卒業制作）
情報基礎（二） 近代造園史 都市緑地計画学
共通演習 造園計画学 風景地計画学
英語（一） グラウンドカバープランツ 日本庭園論
英語（二） 緑地生態学 造園工学演習
地域環境科学概論 造園植栽学 造園総合演習
造園科学概論 造園植栽演習 専攻研究
造園体験演習 測量学 技術者倫理
環境デザイン基礎演習 測量実習
花・緑演習 造園施設材料
植物の生活と活用 造園工学基礎演習
造園樹木学

選択必修 哲学 地域と文化 現代社会と経済 専門特化演習（一）（環境デザイン）
文学概論 国際関係と社会問題 専門特化演習（二）（建築デザイン）
生物学
地学

選択科目 英語リーディング ランドスケープ作品論 自然保護論
地球環境と炭素循環 ランドスケープデザイン論 観光計画論
景観論 CAD及びGIS 基礎演習 公園マネージメント論

緑の経済論 都市および農村計画
ランドスケープ政策論

その他の選択

表 2-6「ランドスケープ資源・植物分野」を基本とした履修モデル

1年次 2年次 3年次 4年次
必修科目 フレッシュマンセミナー 英語（三） 造園工学 造園総合論

情報基礎（一） 英語（四） 造園施工論 卒業論文（卒業制作）
情報基礎（二） 近代造園史 都市緑地計画学
共通演習 造園計画学 風景地計画学
英語（一） グラウンドカバープランツ 日本庭園論
英語（二） 緑地生態学 造園工学演習
地域環境科学概論 造園植栽学 造園総合演習
造園科学概論 造園植栽演習 専攻研究
造園体験演習 測量学 技術者倫理
環境デザイン基礎演習 測量実習
花・緑演習 造園施設材料
植物の生活と活用 造園工学基礎演習
造園樹木学

選択必修 哲学 地域と文化 現代社会と経済 専門特化演習（一）（植物学）＊
科学の歴史 専門特化演習（一）（都市緑化）＊
生物学 専門特化演習（一）（自然再生）＊
地学 専門特化演習（二）（植栽基盤）

選択科目 英語リーディング 環境学習と体験活動 科学英語
環境と人間 緑の経済論 芝生論
地球環境と炭素循環 樹木の保護と管理

緑地の生きもの
植栽基盤論

その他、の選択
＊ 1科目選択
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2-9　特別教育プログラム
　造園科学科ではチューター（tutor）制という、特定の目
的をもつ学生のための指導担当教員制を採り、きめ細かな教
育にあたっています。現在、公務員志望者、造園業等の後継
者や経営者を目指す人、海外からの留学生のための３つの特
別教育プログラムを設けています。

① 公務員志望者のためのプログラム
　本学科卒業生の就職先として、公園緑地行政や自然保護行
政、道路、河川行政など公務員を目指す学生のために、採用
試験対策を目的とした特別講座を実施しています。
　対象には国家公務員（国土交通省、環境省等）、地方公務
員（都道府県、市町村等）のほか、独立行政法人（都市再生
機構等）や公益法人（公園協会等の外郭団体等）なども含ま
れます。採用試験の日程は、国家公務員（１次試験）が５月
上旬、地方公務員が６月中～下旬から始まります。
　特別講座の実施方法としては、上記の試験日程を考慮して
２年次の冬（1 月～2 月下旬頃）にガイダンスをおこない、
公務員の仕事内容や全国の採用試験情報、講座の実施方法、
各自の志望先に応じた勉強方法等を検討するほか、３年次の
２月初旬～担当教員が専門分野別に試験対策講座を行ってい
ます。また適宜、卒業生や試験合格者を招いて、様々な役所
の仕事内容や採用試験の体験談、面接アドバイス等を聞く機
会を設けています。
　なお、基本的には２・３年生を対象としていますが、他学
年生も受講できるよう、学生の希望に柔軟に対応できるよう
にしています。

② 後継者・経営者を目指す人のためのプログラム
　本学科在学生の２割程度は、将来は造園関係の建設業、コ
ンサルタント業、植木生産業などの事業を後継する経営者を
めざしています。そうした造園関係の事業を後継する意識・
意欲を高めてもらうこと、あるいは新たに起業家をめざす意
志を強くしてもらうこと、さらには将来全国に広がるであろ
う学生たちのネットワークづくりを支援すること、などを目
的とし、プログラムを実施しています。
　具体には、座談会や見学会などを通じて、各個人の見聞や
体験を広めるプログラムを実施しています。座談会は、現在
造園業で活躍している経営者や起業家の話を雑談を交えなが
ら話し合うことができます。実際の諸先輩方の体験談から現
在の社会情勢、経営理念や造園の哲学など多岐にわたる質問
にも回答いただき、各個人の相談なども対応しています。ま
た、見学会では伝統的な庭木の生産や世界の植木情報を活用
したナーセリーの現場を実際に見学し、植木生産の取り組み
について学びます。また、参加学生は学年を超えて交流がで
きるよう支援をしています。

③ 留学生のためのプログラム
　本学科では外国人、特にアジア地域からの留学生が、各学
年に数名ほど学んでいます。大学院生、研究生を含めれば
20 名近くが在籍していることになります。一方で、毎年 10
名程度の日本人学生が、姉妹校をはじめとする大学に海外留
学を希望しています。農大のプログラムとしても、姉妹校を
拠点に庭園見学や農業・農村見学を含めた短期留学を実施し
ており、留学生でも短期に海外で学習する機会があります。

表 2-7「景観建設・技術分野」を基本とした履修モデル

1年次 2年次 3年次 4年次
必修科目 フレッシュマンセミナー 英語（三） 造園工学 造園総合論

情報基礎（一） 英語（四） 造園施工論 卒業論文（卒業制作）
情報基礎（二） 近代造園史 都市緑地計画学
共通演習 造園計画学 風景地計画学
英語（一） グラウンドカバープランツ 日本庭園論
英語（二） 緑地生態学 造園工学演習
地域環境科学概論 造園植栽学 造園総合演習
造園科学概論 造園植栽演習 専攻研究
造園体験演習 測量学 技術者倫理
環境デザイン基礎演習 測量実習
花・緑演習 造園施設材料
植物の生活と活用 造園工学基礎演習
造園樹木学

選択必修 哲学 地域と文化 現代社会と経済 専門特化演習（一）（環境デザイン）
科学の歴史 国際関係と社会問題 専門特化演習（二）
生物学 （エンジニアリング）＊
化学 専門特化演習（二）（伝統技法）＊
物理学
地学

選択科目 英語リーディング ランドスケープ作品論 科学英語
地球環境と炭素循環 ランドスケープデザイン論 造園施設設計
景観論 CAD及びGIS 基礎演習 自然保護論

緑の経済論 観光計画論
公園マネージメント論
都市および農村計画
ランドスケープ政策論

その他の選択
＊ 1科目選択
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外国人留学生にとっては、日本庭園をはじめとする造園学を
学ぶ上で、日本の生活・習慣・伝統などの文化的背景・風土
を基礎知識として理解しておくことは重要です。しかし、日
本人が多い講義・演習だけではそれらに接する機会は多くは
ありません。また、奨学金の申請などの日常生活における様々
な問題・課題がありえます。さらに、同じ意志を持ちながら
違う国から来ている留学生同士が顔を合わせる契機が少ない
というのが実態です。一方、これらか海外留学を目指す学生
にとっても雰囲気に慣れ、また様々な経験を持つ学生からの
情報を入手することも大切です。そこで外国人留学生および
これから海外留学を希望する日本人学生を対象としたプログ
ラムを実施しています。
　プログラムの一つとして、定期的な集まりを設けています。
外国人留学生と、留学を希望する日本人の学生や留学経験を
持つ学生、そして海外における造園事情にも精通しているス
タッフが一緒になって、日本の文化・習慣・言葉などの疑問
に答えたり、成績や進学、あるいは奨学金制度の活用につい
ての相談やアドバイスをしたり、日常生活をサポートするの
に必要な情報提供、また学生時代に海外留学を目指す学生の
ための相談、さらに海外の造園情報の交換など多彩な活動を
おこなっています。

2-10　資格取得

造園施工管理技士および土木施工管理技士の受験資格に
ついて

　造園施工管理技士および土木施工管理技士はいずれも国家
資格であり、有資格者は造園または土木工事における施工計
画や、現場における工程管理、安全管理など工事施工に必要
な技術上の管理などをおこなうことができます。施工管理技
士には 1級と 2級の区分がありますが、本学科を卒業後 1年
以上の実務経験を経ることにより、造園および土木いずれも
2級の受験資格が得られます。
　詳細：一般財団法人全国建設研修センター（http://www.

jctc.jp/）

測量士補資格取得について―造園環境情報コース－

　造園環境情報コースとは、測量やGIS（地理情報システム）
といった空間情報技術について深く学習することを目的とし
たコースです。
　空間情報技術は測量を基盤とした GIS 等の最新技術を包
含する技術であり、主に土木工学や地理学、都市工学といっ
た学問分野で発展してきました。従来より、測量は造園分野
においてもものづくりの基盤として重要な役割を担っていま
すが、最近では GIS も造園計画や都市計画をおこなう上で
欠かせない技術となりつつあります。このように、空間情報
技術が造園分野においても身近なものに変化してきたことを
うけ、本学科では空間情報技術に関連する科目の修得を奨励
するため造園環境情報コースを設けることとしました。対象
科目は 38 ページを確認してください。
　本コースの全科目の単位を修得した学生は、卒業後に国土
交通省国土地理院へ申請することにより、「測量士補」の国
家資格を取得することができます。なお本コースは卒業要件
とは無関係です。
　詳細：公益社団法人日本測量協会（http://www.jsurvey.

jp/）
樹木医補資格取得について

　樹木医補は民間資格「樹木医」の取得を目指すために、樹
木学・樹病学・森林昆虫学などの基礎的な知識・技術を所定
の大学等で習得した学生を対象に認定される資格です。樹木
医とは、樹木の診断及び治療、後継樹の保護育成並びに樹木
保護に関する知識の普及および指導をおこなう専門家であ
り、樹木医となるためには一般財団法人日本緑化センターが
実施する選抜試験を経て樹木医研修を受講して、資格審査に
合格する必要があります。通常、樹木医研修を受講するため
には、樹木の診断、治療等に関する 7年以上の業務経験が必
要となりますが、樹木医補の有資格者は業務経験が 1年以上
に短縮されます。
　本学科では、必修・選択の両方を含む対象科目の単位を修
得し、卒業後に財団法人日本緑化センターへ申請することに
より、樹木医補の資格を取得することができます。対象科目
は、38 ページ、39 ページを確認してください。
　詳細：一般財団法人日本緑化センター（http://www.

jpgreen.or.jp/）
 

自然再生士補資格取得について

　自然再生士補は、国土の自然再生に対する柔軟な発想、知
識、技術を持ち、国土の再生に向けた業務や活動をおこなう
自然再生士の業務を補佐する能力が求められます。本学科で
認定科目を履修・修得した者の申請に基づき、一般財団法人
日本緑化センターが認定します。自然再生士補の有資格者は
自然再生士の受験資格である業務経験年数が通常 3年から１
年へ短縮されます。対象科目については 38 ページ、40 ペー
ジを確認してください。
　詳細：一般財団法人日本緑化センター（http://www.

jpgreen.or.jp/ ）

2-11　技術士および技術士補について

　「技術士（Professional Engineer）」は、産業経済、社会生
活の科学技術に関する全ての分野（21 の技術部門）をほぼ
カバーし、先進的な活動から身近な生活にまで関わっていま
す。技術士とは、「法定の登録を受け、技術士の名称を用い
て、科学技術に関する高等の専門的応用能力を必要とする事
項についての計画、研究、設計、分析、試験、評価又はこれ
らに関する指導の業務をおこなう者」のことです。科学技術
の応用面に携わる技術者にとって最も大切な国家資格です。
技術士補とは、「技術士となるのに必要な技能を修習するた
め、法定の登録を受け、技術士補の名称を用いて、技術士の
業務について技術士を補助する者」です。
　技術士補は、技術士を目指すものにとって最も近道な国家
資格です。
　造園科学科が行っている技術者教育については、６章を参
照して下さい。
（http://www.engineer.or.jp/、http://www.mext.go.jp/ 一 部
改変）
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2-12　「登録ランドスケープアーキテクト
(RLA)」および「RLA 補」

　ランドスケープアーキテクトは、21 世紀が求めている「質
の高い社会資本の整備」に貢献する重要な職能です。人間が
自然と共生し、美しく緑豊かで、しかも楽しい環境を実現す
る仕事を実行できるプロフェッショナルです。本資格は平成
28 年 2 月、国土交通省の「登録技術者資格」に登録されま
した。都市公園等の調査・計画・設計業務における「管理技
術者」「照査技術者」になることが可能です。（一社）ランド
スケープコンサルタンツ協会は以下のように RLAの仕事を
例示しています。

1．自然環境の保全を目標に、緑・水・土などの自然要素を
「命ある素材」として効果的に扱うデザイン
2．快適さを指向する環境空間やレクリエーションの場のデ
ザイン

3．生態学的原理を土地利用計画に応用し、生態系の構造と
機能を活かした環境のプランニングおよびこれに続くデ
ザイン

4．地域の歴史文化に根ざした空間デザイン
5．市民・住民参加によるコミュニティ環境のデザイン

　「登録ランドスケープアーキテクト（RLA）」の資格を取
得するためには、登録ランドスケープアーキテクト資格制度
試験に合格・登録することが必要となります。東京農業大学
造園科学科は「RLA」受験の指定学科ですので、大学卒業
後 3 年以上の実務を経て受験することができます。また、
「RLA補」の資格制度試験に合格すると、「RLA」の受験に
必要な実務経験年数 2年に短縮されますので、在学中の受験
をお勧めします。
　詳細は（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会のHP
等を参照して下さい。

◇教育カリキュラム◇

37



専門教育科目 学部共通専門科目 専門共通科目 必 地域環境科学概論 1 2 F ○
地球環境と炭素循環 1 2 L ○

学科専門科目 専門基礎科目 必 造園科学概論 1 2 F ○ ○
必 造園体験演習 1 2 F ○ ○ ○
必 環境デザイン基礎演習 1 2 L ○
必 花・緑演習 1 2 L ○ ○ ○
必 測量実習 2 2 F ○

ＣＡＤ及びＧＩＳ基礎演習 2 2 F ○
緑の経済論 2 2 F ○

専門コア科目 必 近代造園史 2 2 L ○
必 造園計画学 2 2 F ○ ○
必 都市緑地計画学 3 2 F ○ ○
必 風景地計画学 3 2 F ○ ○ ○
必 日本庭園論 3 2 F ○

景観論 1 2 L ○
自然保護論 3 2 L ○
公園マネージメント論 3 2 F ○
都市および農村計画 3 2 L ○
ランドスケープ政策論 3 2 L ○

必 植物の生活と活用 1 2 L ○ ○ ○
必 造園樹木学 1 2 L ○ ○ ○
必 グラウンドカバープランツ 2 2 F ○ ○
必 緑地生態学 2 2 L ○ ○ ○
必 造園植栽学 2 2 L ○ ○ ○

樹木の保護と管理 3 2 L ○ ○
緑地の生きもの 3 2 L ○ ○
植栽基盤論 3 2 F ○

必 造園工学 3 2 F ○ ○
必 造園工学基礎演習 2 2 F ○
必 造園施設材料 2 2 L ○
必 造園施工論 3 2 L ○ ○
必 測量学 2 2 F ○

造園施設設計 3 2 L ○
学際領域科目 選必 専門特化演習（一）（植物学） 4 4 F ○ ○

選必 専門特化演習（一）（自然再生） 4 4 F ○
選必 専門特化演習（二）（植栽基盤） 4 4 L ○ ○
選必 専門特化演習（二）（エンジニア） 4 4 L ○

総合化科目 必 造園工学演習 3 4 F ○
必 造園植栽演習 2 4 L ○ ○ ○
必 造園総合演習 3 4 L ○ ○ ○
必 専攻研究 3 2 L
必 造園総合論 4 2 L
必 卒業論文（卒業制作） 4 4 T

学期

樹木医補・測量士補・自然再生士補の資格取得について

樹木医補、測量士補、自然再生士補の資格取得については、地域環境科学部及び造園科学科開講の専
門教育科目のうち、下表に定められたものを履修し、単位を修得することが必要となります。

●樹木医補：○が付いた科目のうち講義科目6分野14単位以上、実験実習科目4分野4単位以上の修得が必要です
（別表参照）。
●測量士補：○が付いた全科目の修得が必要です。
●自然再生士補：○が付いた科目のうち6科目以上かつ12単位以上の習得が必要です（別表参照）。

科目区分 区分 科目名 学年 単位数 樹木医補 測量士補
自然再
生士補

表 2- 8　樹木医補・測量士補・自然再生士補の資格取得に関わる科目の一覧
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●樹木医補について（別表） 

講義科目：6分野 14 単位以上、実験・実習科目：4分野 4科目以上を履修すること。 

 
分野別 講義科目 実験・実習科目 

樹木の分類 

 

・造園樹木学（２） 

 

・花・緑演習（２） 

 

樹木の生態・整理 ・植物の生活と活用（２） ・専門特化演習（一）（植物学）（４）

・緑地生態学（２） 

 

立地・土壌 ・造園植栽学（２） 

・植栽基盤論（２） 

・専門特化演習（二）（植栽基盤）

（４） 

 

植物病理 ・樹木の保護と管理（２）  

昆虫・動物 ・緑地の生きもの（２）  

樹木医学   

農薬化学   

造園学 ・造園科学概論（２） 

・風景地計画学（２） 

・造園総合演習（４） 

・造園体験演習（２） 

樹木医補総合  ・造園植栽演習（４） 

注）１ 表中の括弧内数字は単位数を示す。 

  ２ 卒業研究が樹木医学に係る研究である場合、他の履修科目と重複しないいずれか１分野

の実験・実習科目として認定できる。ただし、その内容が当該分野に該当する樹木医

学に係る研究であることを証明する指導教官等の証明書が必要である。 
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●自然再生士補について（別表） 

実験・実習、講義分野に関係なく 6科目以上 12 単位以上を履修すること。 

 
実験・実習(演習)分野 講義分野 

指定分野 科目 指定分野 科目 

①自然環境調査と分析､

評価に係る実習･演習 

 

 ①自然再生・自然環境概論

 

･地域環境科学概論（２）

･地域環境と炭素循環

（２） 

･自然保護論（２） 

②動･植物同定調査に係

る実習･演習（森林動

物学実習、森林昆虫学

実習を含む） 

･花・緑演習（２） 

･専門特化演習 (一)（植

物学）（４） 

 

②自然再生・自然環境保全

に係る計画（設計）学 

･造園計画学（２） 

･風景地計画学（２） 

･都市緑地計画学（２） 

③自然再生・自然環境保

全に係わる施工計

画・施工学 

･造園工学（２） 

･造園施工論（２） 

･造園植栽学（２） 

③地域環境資源調査に

係る実習･演習 

･造園体験演習（２） 

 

④自然再生・自然環境保

全に係わる維持管理

計画・管理学 

･樹木の保護と管理（２）

･公園マネジメント論

（２） 

 

④自然環境保全活動に

係る実習･演習 

･専門特化演習(一)（自

然再生）（４） 

 

⑤植物（草本類、木本類、

水生植物等）分類・生

態・生理学 

･植物の生活と活用（２）

･造園樹木学（２） 

･ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｶﾊﾞｰﾌﾟﾗﾝﾂ（２）
⑤生態学実習・演習 ･造園植栽演習（４） 

･専門特化演習（二）（植

栽基盤)（４） 

 

⑥動物（哺乳類、は虫類、両

生類、昆虫、鳥類、魚類等）

分類・生態・生理学 

･緑地の生きもの（２） 

 

⑥プレゼンテーション・

コーディネート能力育

成に係る実習 

･造園総合演習（４） 

 
⑦環境リスクマネジメント学

 

 

  

⑧環境経済学 ･緑の経済論（２） 

 

⑨環境社会学  

⑩地域環境学・地域生態論 ･緑地生態学（２） 

 

 

⑪環境関連法規  

 

 

注） 括弧内数字は単位数を示す。 
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3 ．スタッフのプロフィールと専門分野





3-1　教員のプロフィールと専門分野

　造園科学科の教員は、造園に関する豊富な情報はもちろん専門分野の第一人者として学会等で広く社会で活躍しています。
同時に人間性豊かな人格を備えており、学問に限らず生活面においてもきめ細やかな対応をしています。

〈環境計画・設計分野〉

研究テーマ：日本庭園を中心
とした造園史の研究
関心のある研究教育分野：江
戸・東京の園芸文化、日本庭
園、造園史、歴史的遺産の保
全と利活用
担当科目：日本庭園論、造園
植栽演習、ほか
所属：景観計画学研究室
出身：東京都

研究テーマ：風致地区の計画
手法に関する研究
関心のある研究教育分野：都
市緑地の配置計画および保
全・活用手法、再開発等の都
市デザイン、公園計画、住宅
地計画、地方活性化、景観づ
くり
担当科目：都市緑地計画学、
都市および農村計画、CAD
及び GIS 基礎演習、造園総合
演習、専門特化演習（一）（環

境デザイン）ほか
所属：ランドスケープデザイン・情報学研究室
出身：埼玉県

研究テーマ：文化的景観の構
造解明と保存システムの構築
関心のある研究教育分野：景
観論、文化的景観の保存調査
担当科目：景観論、環境デザ
イン基礎演習、造園体験演習、
専門特化演習（二）（建築デ
ザイン）ほか
所属：景観計画学研究室
出身：千葉県

研究テーマ：動画像を用いた
都市空間データの効率的取得
と視覚化、デジタルスチルカ
メラを用いた 3次元計測手法
関心のある研究教育分野：造
園空間・町並みにおける 3次
元計測手法の開発、3 次元
CG を用いた景観シミュレー
ション
担当科目：測量学、測量実習、
造園体験演習、造園工学演習、
専門特化演習（二）（エンジニ

アリングデザイン）、造園工学基礎演習ほか
所属：ランドスケープデザイン・情報学研究室
出身：東京都

准教授　阿部　伸太
ABE, Shinta

研究テーマ：グリーンインフ
ラ、屋外公共空間のデザイン
関心のある研究教育分野：ラ
ンドスケープ・都市デザイン、
オープンスペース、グリーン
インフラ
担当科目：環境デザイン基礎
演習、ランドスケープデザイ
ン論、ランドスケープ作品論、
造園工学演習、造園総合演習
ほか

所属：ランドスケープデザイン・情報学研究室
出身：神奈川県

研究テーマ：市民参加による
自然環境保全活動と高山～里
山の自然保護
関心のある研究教育分野：山
岳・原生自然の保全、わが国
および世界の国立公園・保護
地域内外の問題、環境教育・
自然解説（インタプリテー
ション）、環境NPO
担当科目：自然保護論、造園
体験演習、造園植栽演習ほか
所属：景観計画学研究室
出身：東京都

教授　荒井　　歩
ARAI, Ayumi

教授　服部　　勉
HATTORI, Tsutomu

准教授　福岡　孝則
FUKUOKA, Takanori

教授　國井　洋一
KUNII, Yoichi

助教　栗田　和弥
KURITA, Kazuya
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〈ランドスケープ資源・植物分野〉

研究テーマ：ユリ科植物の種
子繁殖法
関心のある研究教育分野：植
物利用、植物地理・分類、植
物の遺伝的特性、天然記念物
の樹木、環境問題
担 当 科 目：植物の生活と活
用、緑地生態学、専門特化演
習（二）（植栽基盤）、造園体
験演習、花・緑演習、造園植
栽演習ほか
所属：造園植物・樹芸学研究
室
出身：神奈川県

研究テーマ：造園地被植物（グ
ラウンドカバープランツ）と
芝草の生育と生態
関心のある研究教育分野：芝
草・地被植物・土と光と水の
こと、植物の生理・生態学、
形態学、植栽地の管理
担当科目：芝生論、グラウン
ドカバープランツ、造園体験
演習、花・緑演習、専門特化
演習（一）（植物学）ほか
所属：緑化植栽学研究室
出身：岩手県

研究テーマ：植物を取り巻く
環境とその相互作用に関する
研究
関 心 の あ る 研 究 教 育 分 野：
ヒートアイランド現象緩和
のための緑地に関する研究、
ファイトレメディエーショ
ン、快適な緑空間の創生・保
全・利活用について
担当科目：造園植栽学、植栽
基盤論、造園体験演習、花・
緑演習、造園植栽演習、専門

特化演習（一）（都市緑化）、専門特化演習（二）（植栽基盤）ほか
所属：緑化植栽学研究室
出身：茨城県

研究テーマ：植物の生態と造
園材料としての有用性
関心ある研究教育分野：植物
の繁殖、生活史、地域資源の
保全と活用
担当科目：造園体験演習、緑
地生態学、造園植栽演習、専
門特化演習（一）（植物学）ほ
か
所属：造園植物・樹芸学研究
室
出身：東京都

教授　高橋　新平
TAKAHASHI, Sinpei

研究テーマ：地被植物に関す
る研究
関心のある研究教育分野：地
被植物、植物生態、土壌資材、
芝草、雑草
担当科目：生物学、グラウン
ドカバープランツ、造園植栽
学、花・緑演習、造園植栽演習、
専門特化演習（一）（都市緑
化）、造園体験演習ほか
所属：造園植物・樹芸学研究
室
出身：兵庫県

教授　水庭千鶴子
MIZUNIWA, Chizuko

准教授　金澤　弓子
KANAZAWA, Yumiko

助教　田中　　聡
TANAKA, Satoru

教授　鈴木貢次郎
SUZUKI, Kojiro

◇スタッフのプロフィールと専門分野◇
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〈景観建設・技術分野〉

〈地域環境科学部 教養分野〉

研究テーマ：近代造園の歴史・
意匠、歴史的庭園の保存修理
技術、考古学遺跡の保存・整
備・活用と造園計画
関心のある研究教育分野：庭
園史・意匠論、庭園考古学、
遺跡保存修復
担当科目：造園体験実習、環
境デザイン基礎演習、近代造
園史、造園施設材料、造園工
学演習、専門特化演習（二）、
（伝統技法）ほか

所属：庭園技法材料学研究室
出身：兵庫県

研究テーマ：風景認識原論、
庭園技法とサイバースペー
ス、自然保護のデジタル化
関心のある教育研究分野：庭
を造り維持管理する人の意
思、風景を観賞する人の心、
サイバースペースの中の自
然、感性情報によるランドス
ケープのデジタル化、景観の
予測と評価、ランドスケープ
情報学
担当科目：フレッシュマンセ

ミナー、造園工学、専攻研究、卒業論文（卒業制作）
所属：庭園技法材料学研究室
出身：新潟県

教授　斎藤　馨
SAITO, Kaoru

研究テーマ：道路の景観、都
市の景観、VR（ヴァーチャル
リアリティ）、CAD、GIS
関心のある研究教育分野：建
設マネジメント
担当科目：造園施設設計、造
園工学基礎演習、造園工学演
習、CAD 及び GIS 基礎演習
ほか
所属：庭園技法材料学研究室
出身：大阪府

研究テーマ：造園材料の産出
と特性、庭園空間と景観設計
における材料の活用
関心のある研究教育分野：日
本庭園の造園材料、石造物、
CAD 及び GIS を用いた景観
分析
担当科目：造園施設材料、造
園体験演習、測量実習、造園
工学基礎演習、造園工学演習、
専門特化演習（二）、（エンジ
ニアリング）、専攻研究、卒

業論文（卒業制作）
所属：庭園技法材料学研究室
出身：中国・南京市

教授　山崎　元也
YAMASAKI, Motoya

研究テーマ：温泉利用と生活・
運動指導を組み合わせた総合
的健康教育
関心のある研究教育分野：老
年科学（介護予防）、疫学（生
活・運動）、温泉医学
担当科目：スポーツ・レクリ
エーション（一）・（二）
所属：身体教育学研究室（教
養分野）
出身：栃木県

助教　張　平星
ZHANG, Pingxing

教授　粟野　隆
AWANO, Takashi

教授　上岡　洋晴
KAMIOKA, Hiroharu

◇スタッフのプロフィールと専門分野◇
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3-2　客員教授・非常勤講師（2021 年度）
　実業界の第一線で活躍しているデザイナーなど専門家を非
常勤講師として招聘し、専任スタッフとの協同により少人数
対応のきめ細かな実践的教育を実施しているのも造園科学科
の特徴です。東京に位置する世田谷キャンパスならではの多
彩な講師陣に大きな期待があります。また、国内外から造園
科学科の教育・研究に対し、特別講義や研究連携、外部評価
など専門的見地から様々に貢献していただくことを目的とし
て、数多くの先生方に客員教授をお願いしています。

（客員教授）
有賀　一郎 木村　正一 小木曽　裕
小林　正典 中根　史郎 西田　正徳
洪　　光杓 山本　富雄 濱野　周泰
李　　樹華 和田　新也

（非常勤講師：学科専門科目担当）

氏　　名 科　目　名

池田　大樹 造園工学演習

石井　匡志 造園施工論 他

大場　淳一 造園体験演習

小黒　晃 造園植栽学

図　3-1　学科の教育点検における客員教授・非常勤講師
の先生方の位置付け

小池　孝幸 造園総合演習

小泉　祐貴子 専門特化演習（二）
　（伝統技法）

大隅　一志 観光計画論

金子　忠一 ランドスケープ政策論
ランドスケープマネージメント
詳論　〈大学院〉

岸　　孝 造園総合演習

児玉　卓士 専門特化演習（二）
　（建築デザイン）

齋藤　悟 造園体験演習

高木　悦郎 緑地の生きもの

高橋　靖一郎 専門特化演習（一）
　（環境デザイン）

高柳　裕則 造園体験演習

西田　正徳 専門特化演習（一）
　（環境デザイン）

西山　雅俊 ＣＡＤ及びＧＩＳ基礎演習

服部　マリ 造園体験演習

濱野　周泰 造園樹木学 他
樹芸詳論 他　〈大学院〉

平松　早苗 造園工学演習

松本　考世 造園体験演習

吉田　耕一郎 造園体験演習

高塚　敏 ランドスケープマネージメント
詳論　＜大学院＞

◇スタッフのプロフィールと専門分野◇
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3-3　造園科学科研究室位置図

＜新研究棟3階＞

庭園技法材料学研究室 景観計画学研究室
ランドスケープデザイン・

情報学研究室
造園科学科演習室 D 造園植物・樹芸学研究室 緑化植栽学研究室

332010 332020 332030
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3-4　学部事務室

　東京農業大学あるいは造園科学科の学生としての様々な事
務手続きや生活のためのサービスは、学部事務室が窓口と
なります。また学部事務室は、学生諸君が教員と連絡をと
るときのインターフェース機能も備えています。

・緊急連絡先
　学外での授業などの急な欠席連絡、不慮の事故に遭遇した
場合は、03-5477-2911（学部事務室）へ報告して下さい。

教務関係
・履修の手続き等の相談
　前学期と後学期に履修する科目の申請は教務課でおこない
ますが、その相談等窓口になります。履修届は学生ポータル
で電子的におこないます。

・在籍に関わる手続き
　休学、復学など学籍に関わる各種手続き書類の提出窓口に
なります。

・レポートの提出
授業に関わるレポートは、教務課や教員の所属研究室へ提出
してください。

学科内施設・設備の利用
・利用申請
　学科内の施設・設備の利用にあたっては、事前に所管教員
の許可が必要になりますが、その利用申請の申込窓口となり
ます。

その他
・掲示物の申請
　造園科学科の掲示板を利用して学生行事などを広報したい
場合は、掲示物をもって、造園科学科主事に申請して許可を
受けてください。

・大学経由の配布物の受け取り
　大学で実施した模試や調査などの結果の返却、刊行物「農
業」（大日本農会出版）は学部事務室で配本します。

◇スタッフのプロフィールと専門分野◇
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4 ．研究室ガイド





研究室の使命：

　私たちを取り巻く環境は、都市の庭、公園、緑地、河川、

都市近郊に残る里地里山、中山間地の田園や森林、自然公園

や自然風景地、原生自然など多様な空間・景観として存在し

ます。これらの優れた環境を計画的に保全、保護、活用、運

用することで、自然と人間が共生する地域環境を創出するこ

とを私たちの研究室は目指しています。

　景観とは、人とそれをとりまく環境との関係として表れる

ため、景観の捉え方には様々な側面があります。

　私たちの研究室における風景・景観へのアプローチは、主

に環境に対する人の認識や体験を風景・景観として扱うスタ

ンスでおこなっています。調査・研究対象は都市域から自然

地域までと広範囲であり、造園計画学、風景地計画学、景観

論、自然保護論、ランドスケープマネジメント論、レクリエー

ション論、観光論などの観点から研究をおこなっています。

研究テーマ：

　私たちの研究室では、主に以下に示す 3つの柱を軸に研究

をおこなっています。

①風景・景観づくりに関する景観解析の研究

　人々の生活や生業のながめである文化的景観の特性解明

の研究、再生可能エネルギー施設 ( 風力発電、太陽光発電な

ど ) に関する景観アセスメント ( 環境影響評価 ) 手法の研究、

近郊都市および中山間地における農業景観の保全に関する研

究、景観まちづくりにおける市民協働や合意形成手法に関す

る研究などをおこなっています。

②自然環境保全に関するマネジメント的視点からの研究

　優れた自然環境の保全ならびに自然保護に関する研究、観

光地やリゾート地などの変遷ならびに管理・運営計画に関す

る研究、山岳地の自然再生活動におけるプログラム内容の整

理および活動史に関する研究などをおこなっています。

③造園空間の活用・運営に関する考現学的視点からの研究

　庭園や公園の価値に着目した利用と活用に関する研究、日

本文化から歴史まちづくり、環境デザインへの応用手法の研

究、自然地や公園でのレクリエーション・プログラム手法に

関する研究などをおこなっています。

環境計画・設計分野

景観計画学研究室
服部　勉　教授、荒井　歩　教授、栗田和弥　助教

地域固有の景観の特性を解明する
（世界遺産　白川郷）

高山植生の復元と景観保全の活動を43年間継続
している日本百名山・巻機山（まきはたやま）

「花のある景観」を意識して計画されたまちづ
くり（フランス）

◇研究室ガイド◇
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研究室の使命：

　本研究室では、人口減少、都市の縮退、気候変動への適応

といった課題を解決し、オープンスペース（屋外空間）を活

かした住みやすく、持続的な都市の創成に貢献する研究を行

います。持続的な都市の実現に向けて、屋外空間の計画・設

計学と空間情報学が融合するランドスケープデザインを探求

します。快適な生活環境を形成するランドスケープ空間を計

画的に保全、活用、創出、運営することを目標として、都市

および農山村の地域環境まで、さまざまなフィールドを対象

として、ランドスケープデザイン及び空間情報学の理論と技

術を探究しています。具体的には、庭、空地、公園緑地、街

路、農地など、小空間から都市まで幅広いスケールにおける

調査・計画・設計理論と技術の探求、さらには ICT や GIS

による分析・視覚化、空間の質を検証するシミュレーション

解析などのデジタル技術を利活用し、社会課題解決のための

ランドスケープデザインに挑戦します。学生は調査研究や実

践的な取り組みを通じてランドスケープデザイン・情報学の

基礎的な技術を修得し、自然・歴史・文化を活かした都市づ

くりに貢献することを目指します。

研究テーマ：

　都市および農村地域の緑地の保全・活用・回復に関わる計

画や制度の研究、GIS（地理情報システム） を活用したグリー

ンインフラの評価・計画手法の研究、UAV（ドローン）やレー

ザスキャナを用いたランドスケープ空間把握の研究、屋外公

共空間のデザイン手法、ICTやAI、GIS による分析・視覚化、

空間の質を検証するシミュレーション解析などのデジタル技

術を利活用した研究など、ランドスケープデザイン・情報学

の基礎研究から応用研究までに取り組んでいます。特に、最

近は空間情報技術を利用したオープンスペースの実態把握に

取り組み、ランドスケープデザインに資する情報の蓄積を行

うことで、より快適な空間の構築を目指す研究に取り組んで

おります。また、研究室活動では、フィールドサーベイ等に

よる実態把握、先端技術を活用した地域環境の調査解析、デ

ザインワークを通しての問題意識の高揚、課題解決のための

コンセプトメイキングとデザインの具現化など、実践的な活

動を通して、計画およびデザインの理論と技術の応用力も

養っています。

環境計画・設計分野

ランドスケープデザイン・情報学研究室
國井洋一　教授、阿部伸太　准教授、福岡孝則　准教授

オープンスペース（屋外空間）を活かした住みやすく、
持続的な都市の創成

世田谷区における屋外公共空間提案の展示

レーザースキャナによる庭園の測量

◇研究室ガイド◇
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研究室の使命：

　人々の快適な生活（都市的生活）は、自然と人の調和によっ

てもたらされます。自然を壊しながら都市化が進んできまし

たが、多くの生物が生育・生息する自然を破壊しながらも、

人々の生活にとって必要（重要）となれば、自然を保護した

り、保全したりしてきました。その一部の自然が、現在も辛

うじて私たちの身の周りに残っているともいえます。生物を

失った都市では、美的な感性を取り入れながら、身の周りに

植物を導入（植栽）することによって、自然と人の生活のバ

ランスを取り戻そうとしてきました。

　植物を主とした生物の保護と保全、利用および管理を図る

ために、造園空間を構成する植物を対象として、その基礎で

ある分類学、植物地理学、生理学、生態学を生かし、社会的

背景（文化、経済等）を鑑みながら、樹芸（芸は蓺の当て字：

植物を植え不要な部分を切り捨てて形よく育てる）への応用

学を目論んだ造園植物の繁殖・増殖、応用生態、樹木医に関

わる研究をおこなっています。

研究テーマ：

　①造園植栽に供される自生・外来の樹種や草本の天然分布、

生育適地、繁殖、遺伝的な変異などについて生態・地史、植

物地理、遺伝学的に解明する「造園植物の生育環境」に関す

る研究。②里山、庭園、都市緑地、生垣、街路樹、巨木、サ

クラ等、衣食住に関わる造園文化、あるいは民俗における植

物の関わりや役割を、フィールド調査や実験を通して解析す

る「植物に関する民俗性と文化」に関する研究。③稀少植物

や林床植物の保護・保全のための繁殖生態、植物の増殖、栽

培化、苗木や成木の生産、販売、流通に関わる諸問題を経済

や文化、自然科学的側面から解明する「植物の繁殖技術と流

通」に関する研究。④樹木が種子発芽の段階から老木に至る

までの間にどのような経路で樹体をつくりあげていくのかを

形態学的に追究する「樹体構築」に関する研究。⑤幼児をは

じめとして小・中学生、高校生への植物教育の現状とそのあ

り方について、カリキュラム等の教育環境から実践を通しな

がら探る「植物教育と社会」に関する研究。などがあります。

ランドスケープ資源・植物分野

造園植物・樹芸学研究室
鈴木貢次郎　教授、金澤弓子　准教授、田中　聡　助教

子どもたちへの環境教育

樹木医の実地研修見学

里山での竹林管理

◇研究室ガイド◇

49



研究室の使命：

　人々の生活環境において、植物は様々に重要な役割を果た

しています。都市空間において、さまざまな植栽地をはじめ、

建物の屋上や壁面、室内のアトリウムなどの緑は、身近な生

活空間の質を高めています。また、公園にある芝生、ゴルフ

場やサッカー場などのスポーツターフは、休憩や運動など

様々な用途にも利用されています。こうした場所では地表面

を被覆する芝草や地被植物 ( 草花、つる植物および低木等の

総称 ) を欠かすことができません。しかし、こうした場所は

植物にとっては健全な生育が困難な環境であることが多いの

です。植物を大別すると、木の仲間（木本類）と草の仲間（草

本類）に分けられます。高木などに成長する木本類に比べ、

地表面を被覆する草本類は、草高が低いので、人に踏まれる

ことによる踏圧、冠水や乾燥といった環境条件の変化による

影響を、より顕著に受けやすいといえます。

　より良い環境を創出し、社会に貢献することを使命として、

芝草や地被植物をはじめとする緑化植物に関して、緑化技術

( 造成・維持管理 ) の開発および研究を基礎から応用までお

こなっています。研究フィールドは、都市空間はもちろんの

こと、沙漠地や災害地等の過酷な環境まで、人々が生活活動

する場所のすべてが対象になります。

研究テーマ：

　環境要因と地被植物の生育特性（成長量や糖・イオン等の

体内分布等）との関係といった基礎的研究から、花や緑が人

間心理に及ぼす影響および殺風景な都市環境に与える効果と

いった応用的研究まであります。具体的には、①造園地被植

物や緑化用植物の生理・生態の解明 ( 芝草の生育の比較研究、

芝草・緑化用植物の耐踏圧性、耐暑性、耐寒性、耐乾性、耐

湿性、耐陰性、耐潮性、冠水抵抗性など諸環境圧に対する耐

性の解明 ) ②植栽管理に関する研究 ( ゴルフ場のグリーンや

サッカー場、公園芝生地等、利用目的やプレー特性に応じた

状態に維持するための効果的な管理手法の研究 ) ③屋上・壁

面・室内などの建築空間域の緑化手法の開発④荒漠地・乾燥

地および沙漠地に生育する植物に関する基礎的な調査・研究

などがあります。

ランドスケープ資源・植物分野

緑化植栽学研究室
高橋新平　教授、水庭千鶴子　教授

卒論のフィールドの 1つであるグラススキー
場の芝生を見学

地被植物が作庭や人間心理に及ぼす影響につい
て解説を受講

山岳地帯の国営公園の立地の概要を受講
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研究室の使命：

　思想・芸術・技術の総合体というべき日本庭園は、土・石・

木といった自然材料の特性を発揮させる知恵と、地形・光・

風・水・音を活かす技法から成り立っています。当研究室は、

庭園の工法（庭園の創造、育成、維持、管理に関する技術）、

材料（石材・木材・竹材・左官材料の種類、産地、特性、加

工）、施設（庭園建築、石造物、垣根等）の研究を通して、

庭園の保存修復と技術の伝承とともに、先人の知恵と工夫の

現代の造園空間への応用に挑戦します。さらにデジタル技術

を駆使し、視覚と聴覚に関する環境情報から地形・光・風・水・

音が人に与える影響を測定・評価し、刻々と変化する庭園景

観の再現等、風景認識に関する学理的研究を推進します。

　研究室活動としては、学生が造園の技術家に必要な堅実な

理論と時空間に対する確かな視野を備えるべく、庭園と材料

産地のフィールドサーベイ、技術に関する実地研修、庭園の

調査修復ワーキング、デジタル技術の研修等を展開します。

研究テーマ：

　当研究室のテーマは、庭園の工法、材料、施設、歴史・意

匠・空間原理、デジタル化を扱い、たいへん多岐にわたりま

す。

　①庭園の工法に関する研究として、土工・地形造成方法、

池泉・水工、石の運搬・据え付け、庭園施設の工作・組み上

げに関する伝承造園技術の解明と失われた造園技術の実験考

古学的再現、②庭園の材料に関する研究として、造園石材の

産地の調査や全国の庭園に多用される庭石の種類と用途の調

査にもとづく地質の視点からの庭園文化論の構築、③庭園の

施設に関する研究として、石灯籠、層塔、石橋、舟着場等の

写真測量による詳細把握とカタロギングにもとづく編年作

成、④歴史・意匠・空間原理に関する研究として、東アジア

における日本庭園の影響、東京の近代庭園の立地特性と眺望

景観の復元、⑤デジタルな庭園技法研究として、360 度全周

ＶＲ映像音声などの日本庭園デジタルコレクションとリアル

な庭園とを融合し、新たな花鳥風月と季節の移ろいの表現や

壮大な自然の写実写意による新しい庭園鑑賞技法の開発、な

どの具体的なテーマに取り組んでいます。

景観建設・技術分野

庭園技法材料研究室
山崎元也　教授、斎藤　馨　教授、粟野　隆　教授、張　平星　助教

オンラインSNSのための日本庭園 360 度全周
VR映像音声デジタル化
日本庭園を 360 度全周アクションムービーカメラ
と 360 度 VRオーディオレコーダを使って、映像
と音による感性情報を SNS に発信すれば、世界
のどこからでも日本庭園が鑑賞できます。日本庭
園がもっと身近になり、様々な公開庭園に足を運
ぶようになることでしょう。

左官技術を応用した日本近代の擬木制作の様子

採石場における造園石材の産出時の色彩・形状・
節理の調査
日本庭園には、庭石、石橋や延段、石造物など、
岩石の特徴を最大限に引き出す知恵が多数ありま
す。採石場まで造園石材のルーツを探ることで、
庭園の本質の一部を突き止めることができるで
しょう。
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5 ．造園の職能と卒業生の活躍





5-1　造園の職能と職域
　造園科学科の前身である「東京高等造園学校が設立され、
卒業生を初めて世の中に出したのは 1925（大正 14）年であり、
以来本学は 10,000 人という多くの卒業生を社会に送り出し
てきました。こうした本学の卒業生をはじめとして造園系の
学校を卒業した沢山の人々の努力と活躍によって、日本の社
会には「造園」の職能と造園人が活躍できる職域が開拓され
定着するにいたっています。
　造園科学科の前身である東京高等造園学校がはじめて卒業
生を出した 1925（大正 14）年に日本造園学会が設立され、「学
界の組織化」がなされました。行政面では戦前から公園緑地
部門や国立公園部門で造園家が活躍してきたのをはじめ、
1966（昭和 41）年には国家公務員採用試験（上級職）に「造
園」という分野が設けられました。並行して、全国の自治体
でも造園学を修めた卒業生が多く採用されるようになりまし
た。
　戦後の高度成長期には公園や緑地の整備に関する需要が急
増し、従来の作庭や植木の生産管理といった伝統的造園業か
ら、計画やデザイン、環境調査、都市緑化、高度な技術を要
する造園施工など、造園の職域は民間の分野においても大き
く拡大し、造園建設会社や造園コンサルタント（計画事務所

や設計事務所など）が沢山生まれました。また、土木や建築、
都市計画など隣接分野との協働（コラボレーション）による
仕事も増え、大手の総合建設会社（ゼネコン）等においても
造園部門が設けられました。このようにして「造園家（ラン
ドスケープアーキテクト）」という専門職が世間に認められ、
確固たる職能が築かれたのです。

　図 5-1 は今日の社会における造園の職能と職域を示したも
のです。本学に代表される教育・研究の範囲（学）、造園に
関わる行政の範囲（官）、そして造園業界（産）との関係が
示されています。これらが一体となって「造園」という職能、
職域を形成しているといえます。
　一方、造園の職能が確立されるに及んで各種の「資格制度」
も整備されるようになりました。国が認定する主な制度は、
プランナーやデザイナーに関する資格として文部科学省が所
管する「技術士（建設部門、環境部門等）」、施工の技術者認
定制度として国土交通省が所管する「造園施工管理技士（一
級、二級）」、さらに厚生労働省所管の「造園技能士（一級、
二級）」、「RLA（ランドスケープアーキテクト）」などがあ
ります。

5-2　大学院進学のすすめ
　本学の大学院は、1953（昭和 28）年開設の農学研究科修
士課程農学専攻、農業経済学専攻が始まりで、その後順次各
分野の大学院が整備され、現在では農大の全教育分野におい
て開設されています。造園に関する大学院レベルの教育は、
1974（昭和 49）年に農学専攻に造園関連の講義科目が加わっ
たのがはじまりです。
　その後、急速な都市化傾向と急激な環境変化がもたらす諸
問題の解決には、造園に関する一層の充実と新たな応用分野
の研究の蓄積、そしてそれを踏まえた専門知識と高度な技術
教育が必要とされ、1990（平成２）年度に造園学のみで完結
したカリキュラムをもつ大学院造園学専攻の修士課程（現在
の博士前期課程）が開設され、さらに 2002（平成 14）年度
には造園学専攻の博士課程（博士後期課程）が増設されまし
た。
　学部の勉強を終了した後、より学問を深めたいという人は

先ず、この大学院造園学専攻博士前期課程（２年間）に進む
ことになり、修了後さらに専門的な造園学研究を進めるには
博士後期課程（３年間）へ進学する道があります。大学院造
園学専攻博士前期課程は、造園・景観計画学、緑地・環境デ
ザイン学、造園植物資源学の３専修を設けて教育研究をおこ
ない、この３つにかかわる講義、演習・実験科目の他、造園
学特論及び演習または実験のカリキュラムが準備されていま
す。さらに15の選択科目の中から選択履修ができます。また、
博士後期課程は、造園空間・設計領域、環境資源・生態領域、
造園植物・植栽領域及び環境施設・機能領域の各領域から、
技術的研究開発能力、IT革命を視野に入れた分析・統合型
調査解析能力、創造的計画処理能力の三面での教育研究をお
こないます。
　大学院への入学試験は、例年７月（Ⅰ期）と 1月（Ⅱ期）
の２回実施されますので、希望者は指導教授と相談すること

図　5-1　造園の職能と職域
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はもちろん、早めに意思決定をして準備を進めるとともに、
公開形式で行われる修士論文発表会（年間２～３回開かれて
います）に参加してみることをおすすめします。
　なお、上記の日程や大学院造園学専攻主催の各種公開ゼミ、

講演会の案内については、11 号館 5 階造園科学科事務室前
の掲示板、あるいは大学院のインターネット・ウェブ・サイ
ト（http://zoen-nodai.jp/graduate-jp/）にて確認して下さい。

表 5-1　博士前期・後期課程の授業科目

博士前期課程

造園計画・設計学特論 造園調査法詳論

造園施設材料・施工学特論 造園調査法詳論演習

造園植物・植栽学特論 ⽇本庭園詳論

造園学特別演習Ⅰ 観光計画詳論

造園学特別演習Ⅱ ランドスケープマネージメント詳論

造園学特別演習Ⅲ ランドスケープデザイン詳論

造園学特別演習Ⅳ 樹芸詳論

研究倫理特講 芝生詳論

論⽂英語 ランドスケープ空間情報詳論 

博士後期課程

特別研究指導Ⅰ 造園計画学後期特論

特別研究指導Ⅱ 造園設計学後期特論

特別研究指導Ⅲ 造園植物学後期特論

論文英語作成 造園植栽学後期特論

造園施設材料学後期特論

造園施工学後期特論
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5-3　卒業生の活躍
　表 5-2 は最近の本学科の卒業生の就職先を示したもので
す。
　先ず、造園空間の計画設計にあたる「造園コンサルタント」
（計画コンサルタントや造園設計事務所、環境調査会社など）
があります。公園緑地に関わるものでは基本計画から実施計
画、設計管理に至る一連の業務を担うことになります。また、
計画コンサルタントの中には法定計画（法律により策定が定
められた計画）され、全国の市町村で現在計画立案の作業が
進められつつある「緑の基本計画」や「都市マスタープラン」
などを立案したり、他分野の人と一緒に地域の振興計画を考
えるといった業務をおこなうことが多くなっています。さら
に環境アセスメント等に関わる環境調査（植生や野鳥等の調
査）を専門にしている会社もみられます。
　この数年間の傾向として最も多くの卒業生が就職している
のが、造園空間の建設に直接関わる「造園建設業」（いわゆ
る造園建設会社）です。大学卒業生の場合、その多くは入社
後数年で現場代理人として、公園や緑地等の建設工事全体の
指揮・監督に責任者として携わることになります。また「総
合建設業」（いわゆる大手のゼネコン）の造園部門にも進出
しています。
　一方、「公務員」（国、自治体等の公園緑地行政、自然保護
行政等）は近年、特に造園職や総合土木職の求人が増大しつ
つあり、これまでも農大造園が安定的に人材を送ってきた職
域といえます。国家公務員（Ⅰ種）では国土交通省における
公園緑地行政、環境省における自然公園行政があるほか、農

林水産省で活躍する者も多く、都道府県や区市町村における
公園行政・環境行政には多くの卒業生が進出しています。さ
らに公務員に近い職域として都市再生機構などの独立行政法
人や「財団法人・社団法人」（県や市の公園協会、公園財団
などの法人）があります。
　後者は公園緑地等の管理運営に当たるほか、身近な自然の
保護活動や文化遺産の管理運営などをおこなっています。
　その他、「緑化（造園）資材生産・流通業」（緑化用植物の
生産販売会社、造園資材の流通会社など）や造園空間の「管
理・運営業」（ゴルフ場のグリーンキーパーやレジャーラン
ドの運営業）などに進む卒業生も少なくありません。また、
最近はガーデニングの講師や花卉販売など、園芸分野との境
界領域で活躍する女性造園家も増えてきました。
　「教育・研究」部門では農業高校の「造園部門」で教鞭を
とる卒業生が、さらに最近のガーデニングブームの中で生涯
学習や社会人教育の任に当たっている卒業生もみられます。
　このように造園科学科を卒業した後に、その専門知識と技
量をもとに活躍する範囲は広範であるといえます。昨今の世
界的な経済・社会の変化によって、広範といえども就職環境
は刻々と変化しています。社会的状況の変化を常に認識し、
将来の目標を常に意識する態度が求められます。
　各学年ごとに実施されるガイダンスやチューター制などを
通して将来の進路に関する相談にも応じていますので積極的
に活用して下さい。

表 5-2　造園科学科卒業生の進路
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５-4　東京農業大学緑友会
　造園科学科の卒業生、大学院造園学専攻の修了生ならびに
造園関連の職域に携わっている農大卒業生で組織し、活動し
ているのが「東京農業大学緑友会（Alumni of LATUA）」
です。校友会の事業に積極的に参加するとともに、造園関連
実務に関連する情報、技術の交流等を通じ、会員相互の啓発、
造園領域の向上と発展に資することを目的としています。

　東京農業大学緑友会の主たる活動の一つとして、造園
CPDプログラムの企画・運営があります。造園CPD は、造
園に関連する分野の技術者が、日々自分の技術向上や知識の
幅を広げる努力（継続教育：CPD＝ Continuing Professional 
Development）をおこなうもので、認定された講習会や研修
会などの受講や自己学習により、専門的な知識や技術の研鑽
を継続していくことです。技術士やRLA（登録ランドスケー
プアーキテクト）などの有資格者の継続認定条件の一つに
なっているほか、企業によっては職能育成の一つに義務付け
ているところもあります。
　具体的なプログラムとしては、毎年５月に東京農業大学で

開催される「緑のフォーラム」における講演会、ポスターセッ
ションの共催のほか、リカレントスクール（東京緑友会）の
ように各地域の緑友会が主催しているものもあります。
　緑友会では、このような講演会や研修会（造園 CPDプロ
グラムを含む）をはじめとして、会員相互のコミュニケーショ
ンを積極的に図るために、さまざまな活動をしています。こ
れらの講習会や研修会には、造園科学科の学生のみなさんも
参加することもできます。また、緑友会の方々には、各地域
の就職活動の相談窓口にもなっていただいています。
　なお、いくつかの都道府県では、地域別の緑友会もつくら
れていて、現在は、北海道緑友会、岩手緑友会、宮城グリー
ンクラブ ( 宮城県 )、栃木県緑友会、東京緑友会、神奈川緑
友会、千葉県緑友会、埼玉緑友会、茨城県緑友会、東海グリー
ンクラブ（三重・岐阜・愛知）、静岡県緑友会、山梨緑友会、
滋賀緑友会、京阪神緑友会、広島緑友会、福岡緑友会、熊本
緑友会、鹿児島緑友会などが組織されています。
　最新情報は、緑友会ホームページを見てください。
　http://nodaiweb.university.jp/alumnila/
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6．造園科学科の技術者教育と JABEE





6-1　JABEE の目的
　JABEEとは、Japan Accreditation Board for Engineering 
Education（日本技術者教育認定機構：http://www.jabee.
org/）の略称で、通称「ジャビー」と呼ばれ、わが国を代表
する技術者教育認定団体として、大学や学協会・関連各省と
密接に連携しながら、技術者教育プログラムを審査・認定す
る非政府団体です。
　JABEE の目的は、大学の技術者教育プログラムを統一的
基準に基づいて審査・認定を行い、高等教育機関で行われて

いる技術者教育プログラムの品質が満足すべきレベルである
こと、そして、その教育成果が技術者として活動するために
必要な最低限度の知識や能力の養成に成功していることを認
定することです。
　また、各教育機関に独自の教育理念と教育目標の公開を要
請し、新しい教育プログラムや教育手法の開発を促進し、日
本や世界で必要とされる多様な能力を持つ技術者の育成を支
援することです。

6-2　JABEE 認定と技術者の資格
　JABEE に認定されると、プログラム修了者は、「修習技
術者」の資格を持つことになり、技術者として会社で活躍す
るための第一歩になります。
　技術者の資格として「技術士」がありますが、これは科学
技術に関する高度な応用能力を備えている「技術士法」に基
づいて試験により認定するものです。
　修習技術者は、（公社）日本技術士会（http://www.
engineer.or.jp/）への登録により、技術士補を称することが
できます。
　なお、技術士および技術士補は、技術者倫理を十分に守っ
て業務をおこなうよう課されています（60-61 頁資料参照）。

　また、JABEEは、ワシントンアコードに加盟しており、認
定されたプログラムの修了者が、技術者として国際的に活躍
できる知識と能力をもつことを意味しています。ワシントン
アコード Washington Accord（http://www.washingtonaccord.
org/）とは、技術者教育の質的同等性を国境を越えて相互に
承認し合う協定で、1989 年に締結されたものです。現在、
日本、アメリカ、イギリス、カナダ、オーストラリア、ニュー
ジーランド、アイルランド、南アフリカ、香港、シンガポー
ル、台湾、韓国が加盟し、インド、マレーシア、スリランカ、
ロシア、ドイツの５カ国の暫定加盟が認められています。

6-3　「技術士」の資格取得までの仕組み
　技術士は、「技術士法」に基づいた国家試験に合格して、（社）
日本技術士会に登録した人に与えられる称号です。
　JABEE に認定されたプログラム修了者、すなわち修習技
術者は、この資格試験の第一次試験が免除となり、第二次試
験までに必要な実務経験期間も短縮されます。具体的には、

（１）技術士補に登録し、技術士補として通算４年以上、技
術士を補助することによって、もしくは（２）技術士補とな
る資格を有した日から、通算４年以上、科学技術に関する専
門的応用能力を必要とする事項についての計画、研究、設計、
分析、評価又はこれらに関する指導の業務をおこなう者の監

図 6-1　「技術士」の資格取得の流れ
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督のもとに当該業務に従事することによって、第二次試験を
受験することができます。また、大学院（修士号）を有する
者は、２年を限度として、期間を短縮することができます。
　第二次試験は、建設部門、環境部門、農業部門、森林部門、
総合技術監理部門など 21 の技術部門ごとに、当該技術部門
の技術士となるのに必要な専門的学識及び高等の専門的応用
能力が問われます。（総合技術監理部門第二次試験を受験す

る場合は、7年以上の実務経験が必要になります。）

　本学科の卒業生は、建設部門あるいは環境部門を受験する
ことが多く、第二次試験の選択科目についても、前者では「都
市及び地方計画」、後者では「自然環境保全」を選択するこ
とが多いです。なお、第一次試験の免除は部門とは関係なく、
いずれの技術部門の第二次試験も受験することができます。

6-4　JABEE プログラムの修了生
　造園科学科の皆さんは、入学（含む編入学）と同時に
JABEE プログラムに登録され、卒業と同時に JABEE 認定
プログラム修了者となります。
　造園科学科プログラムは、国際水準を意識した技術者教育
に向けて、時代と社会の要請に応じた学習・教育目標の設定
と造園学の本質を据えた体系的なカリキュラム編成、さらに
その成果の達成を実感できる教育システムとなっています。
　皆さんは、プログラムの学習・教育目標を理解し、その目
標を達成することが必要です。具体的には、造園科学科カリ
キュラムの（a）総合教育科目（必修科目）7単位、（b）外

国語科目（必修科目）8単位、（c）専門教育科目（必修・選
択必修・選択科目）88 単位、（d）選択科目 21 単位以上合計
して卒業要件である 124 単位以上を修得することです。
　造園科学科プログラムの学習・教育目標は、実学主義と「食
糧」、「環境」、「健康」、「資源」、「エネルギー」という地球的
視点からの東京農業大学の教育・研究への取り組み、また地
域環境科学部の主要テーマである地域レベルでの自然との共
生社会・循環型社会等への対応、さらに充実した造園学教育
を目指す本学科の方針を踏まえて、8つの目標（Ａ〜H）を
設定しています。

6-5　JABEE の定める技術者として修得すべき知識・能力
（ａ）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養
（ｂ）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、および技術者

が社会に対して負っている責任に関する理解（技術者
倫理）

（ｃ）数学、自然科学および情報技術に関する知識とそれら
を応用できる能力

（ｄ）該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを応用
できる能力

① 基礎能力：生命科学、生物環境科学、生物生産科学、
生物資源科学の各関連科目の修得によって得られる理
論的知識。

② 実験または調査を計画・遂行し、データを正確に解析・
考察し、かつ説明する能力。

③ 専門的な知識および技術を駆使して、課題を探究し、
組み立て、解決する能力。

④ 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し、適
切に対応する能力と判断力。

（ｅ）種々の科学、技術および情報を利用して社会の要求を
解決するためのデザイン能力

（ｆ）日本語による論理的な記述力、口頭発表力、討議等の
コミュニケーション能力、および国際的に通用するコ
ミュニケーション基礎能力

（ｇ）自主的、継続的に学習できる能力
（ｈ）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる

能力

＜参考資料＞
■技術士倫理要綱
　（（公社）日本技術士会 /昭和 36 年 3 月 14 日理事会制定・
平成 1１年 3月 9日理事会改訂）
　技術士は、公衆の安全、健康および福利の最優先を念頭に
置き、その使命、社会的地位、および職責を自覚し、日頃か
ら専門技術の研鑽に励み、つねに中立・公正を心掛け、選ば

れた専門技術者としての自負を持ち、本要綱の実践に努め行
動する。

（品位の保持）
1．技術士は、つねに品位の保持に努め、強い責任感を

もって、職務完遂を期する。

（専門技術の権威）
2．技術士は、つねに専門技術の向上に努め、技術的良

心に基づいて行動する。また、自己の専門外の業務あるい
は確信のない業務にはたずさわらない。

（中立公正の堅持）
3．技術士は、その業務をおこなうについて、中立公正

を堅持する。

（業務の報酬）
4．技術士は、その業務に対する報酬以外に、利害関係

のある第三者から、不当な手数料、贈与、その他これらに
類するものを受け取らない。

（明確な契約）
5．技術士は、業務を受けるにあたり、事前に相手方に

自己の立場、業務の範囲などを明確に表明して契約を締結
し、当該業務遂行上両者間で紛争が生じないように努める。

（秘密の保持）
6．技術士は、つねにその業務にかかる正当な利益を擁

護する立場を堅持し、業務上知り得た秘密を他に漏らした
り、または盗用しない。

（公正、自由な競争）
7．技術士は、公正かつ自由な競争の維持に努める。
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（相互の信頼）
8．技術士は、相互に信頼し合い、相手の立場を尊重し、

いやしくも他の技術士の名誉を傷つけ、あるいは業務を妨
げるようなことはしない。

（広告の制限）
9．技術士は、自己の専門範囲以外にわたる事項を表示

したり、誇大な広告はしない。

（他の専門家等との協力）
10．技術士は、その業務に役立つときは、進んで他の専
門家、あるいは特殊技術者と協力することに努める。
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　講義や演習では授業時間以外に、課題が課せられことがあ
ります。課題の内容は、テーマが与えられますので、まずテー
マ内容を十分に理解することが重要です。そして様々な本や
資料を調べて、データを示しながら自分の意見や考えをレ
ポートとしてまとめたり、実際の造園空間に足を運び、その
現況を写真や図面を使用してパネルとして表現したり、植物
の状況を詳しく観察して、その特徴をスケッチで表現したり
など、実に様々です。
　それぞれの課題では、どのような大きさの用紙を使用し、
どのように表現すべきかが示されることが一般的です。レ
ポートについては、特別な指示がない場合は、下に示した書
き方を基本ルールとして参考とし、不明な時は担当教員に確
認してください。
　最近はインターネットなどを利用すると簡単に情報を得る
こともできます。しかし、その情報源が不適切なものも少な
くありません。またコピー＆ペーストでネット上に示された
情報や他の人の意見をそのまま写したりするのではレポート
や課題の意味がありませんので、このような行為は当然大学
生として慎まなくてはいけません。また「指定された提出場
所」や「提出期限を守ること」は絶対に忘れないでください。

□ 表紙の書き方とレポートのまとめ方
　図-1 のように、右上に授業の科目名、レポートの課題名、
サブテーマがある場合は、課題名の下に横棒－●▲■につい
て－やカッコ【●▲■について】などを利用して記入します。
中央やや下にレポートの提出年月日、その下に学科名、学年、
学籍番号、さらに行をかえて氏名を記載します。なお、所定
の表紙が配られている場合には、それを使用します。
　レポートの本文をとめる時は、しっかりとめる時には左側
２ヶ所、枚数が少なく簡単にとめるには左上 1ヵ所をホチキ
ス止めする場合が一般的です。枚数が多く、ホチキスでとま
らない時にはダブルクリップなどを使用してください。

□ 本文の書き方
　ａ）ワープロを利用する場合
　A4 判用紙を縦使いで使用する時は、文字の大きさは 10.5
ポイントか 11 ポイントとし、１行に 35 ～ 40 文字、1 頁を
35 行～ 45 行でレイアウトすることが一般的です。また頁番
号は中央下、余白は上：30mm、下：25mm、左 :25、右
15mmが標準的です。　

　ｂ）手書きの場合
　手書きの場合、最も重要なことは、「読みやすい文字」で
読み手が正しく理解できるように「正確内容」を表現するこ
とです。筆記用具としては、黒のボールペンや水性ペンなど
を使用、消えるインクのボールペン、鉛筆やシャープペンシ
ルは一般的ではありません。ごくわずかな誤字や間違いの時
は、修正ペン・テープを利用して修正しますが、間違いの箇
所が多い時などは必ず新たに書き直してください。

　A4 判レポート用紙を用いる時には、1行おきに横書きす
ると読みやすく、美しく仕上がりますが、レポート用紙の罫
線の幅が広いものは、1行おきにしないで書いてください。
ホチキスなどでとめること考え、左側を 3cm程度、右側を
2cm 程度あけてください。また 1 行の文字数は 30 ～ 35 字
程度が目安とし、ページ番号は中央下に付けてください。

□ 図・表・写真のタイトルの書き方
　図・表・写真を入れる場合は、図－１、表－１、写真－１
のように番号を付けて、タイトルを記入します。タイトルの
位置は、表は上部に、図・写真は下部に入れます。また、自
分が作成あるいは撮影したものではないものについては、出
典を明記してください。
　例）表-1　世田谷区の緑地面積（出典 : 世田谷区 (2010):「水

と緑の基本計画」）

□引用文の扱い方
　他の人の研究結果や意見、文章を使うことを引用と呼びま
す。例えば、“ 和辻哲郎は桂離宮について「……」（和辻 
1960）と述べている。” というように書き、その出典を論文
やレポートの最後に引用文献として記載したり、“和辻哲郎1)

は ” と肩カッコ数字を付けて、最後の文献リストの番号と合
わせる記載も多く使われます。

1．レポート・課題の作り方と表現方法

図―1　レポートの表紙例
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　本文中に記載する著書名は『…』、論文名は「…」で示し
ます。なお、○○氏、○○博士、○○教授などの敬称は省略
しても失礼には当たりません。

□引用・参考文献の書き方
　レポートを書くときに引用したり、参考にした文献がある
場合は、必ず文末に文献名を記載する必要があります。文献
の記載方法は、色々とありますが、基本的なものとしては次
のような記載方法があります。
 ・一般書籍 ( 図書 ) の場合
　著者名、発行年、書名、発行所（発行機関）、使用した個
所の頁を記載します。著者名の後ろに○○著とは書かないで、
編、訳、編著のときに限って記入してください。複数の時は
最初の 1名のみ記し、○○○○ほかなどと略すときもありま
す。頁が 1頁の時には、引用、参考とした頁を p.1、p.5 とし、
頁が連続する時には pp.12-50 と記載します。本 1 冊を参考
とした時は、頁数を記載しないこともあります。
 1）山田太郎（1990）：日本造園論：東京農業大学出版会、
pp.350-360.

 2）川畑花子編（1991）：東京公園論：公園緑地協会、p.50.
 3）Gropius, Walter（1945）：Rebuilding our Communities：
Paul Theobald.

 4）Gropius, Walter, 蔵田周忠他訳（1958）：生活空間の創造，

彰国社，pp128-136.　
 〔Gropius, Walter（1943）：Scope of Total Architecture, 
Harper & Brothers.〕

 ・学術雑誌（冊子）の場合
　著者名、発行年、学術雑誌名、巻（号）、頁を記載します。
発行機関名は一般的に省略しますが、地域情報誌など、ごく
限定された地域でのみ刊行されているものなどについては、
記載してください。
 5）山田太郎（1962）：造園計画の基本問題について : ラン
ドスケープ研究 60（2）、15-20.

 6）高野正治（2005）：輪島の垣根 : 能登の民俗と文化（2）、
10-20、輪島の地域を学ぶ会

 7）Gropius, Walter，池辺陽抄訳（1951）：コミュニティ再建
について：建築雑誌756，101-120.

 ・インターネット上のウェブサイトの場合
アドレスを記入し、最後に閲覧・参照した日付を年月日の順
でカッコ書きする。

 8）http://www.nodai.ac.jp/kyoiku_F/noudai_web_kyoiku.
html（2019 年 5 月 18 日参照）

図-2　図表およびタイトルの具体的な表示方法

図-5　旧岩崎久彌本邸庭園復原設計平面図（1）

表―1　各軽量培土における、草丈・根長重量の測定値
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□卒業論文・卒業制作の意義

４年生になると、学科で学んで来た成果の「総仕上げ」と
して卒業論文または卒業制作を必ず全員が手掛けなくてはな
りません。4年生になると、自分の希望する教員と相談しな
がら、ゼミという形式などで、個別指導を受けながら定めら
れた提出期限までに深化させることとなります。一般的には
３年生後半のガイダンスへの参加からスタートしますが、３
年生前半から研究室に所属し、室員として活動しながら構想
を深めたり、あるいは訪れたりしながら研究を始めることも
あります。
大学は専門家を養成する教育機関であると同時に、それ

ぞれの学問分野の発展や体系化に貢献する研究機関でもあり
ます。このような大学で学ぶ皆さんが最後に卒業論文を手が
けるということは、知識や技術の学習段階を一応終えて、初
めて研究領域に一歩踏み出すことを意味します。またそれを
成し遂げてはじめて大学の卒業生であるという証、つまり「学
士」の称号が卒業証書という形で授与されることになります。
この過程での経験は、実社会において未知の問題に遭遇した
時に自らそれをどうやって解決するかという能力や、常に独
創性を発揮して新たな発展を試みる態度・展開方法などを深
める機会としてとても重要です。担当教員と十分に相談しな
がらも、学生自身の独創性が求められることになります。ま
た論理的な思考法や手際よくものをまとめる絶好の機会であ
るということも是非忘れないで下さい。
卒業制作は卒業論文と同様に位置づけられています。卒

業論文がそれまでの学習とは異なって研究としての色彩が強
くなるのと同様に、卒業制作はそれまでの演習課題とは異な
り、制作自身の独創性と、制作作品が完成までの基礎資料の
収集・分析、構想などのプロセスも極めて重要です。また詳
細にわたっての技術的チェックや高度な表現技術も要求され
ます。内容としては、一般の造園計画や造園設計作品のほか、
新しい計画設計手法の提案やレクリエーション利用プログラ
ムの開発など幅広い成果がこれまでに提出されています。

□卒業論文の作成
研究論文としての要件や研究の進め方、制作の具体的な

提出物等についてはそれぞれテーマによって異なりますの
で、各教員と十分に相談をおこなって実施してもらいますが、
以下造園科学科としての卒業論文としての要件、学生・担当
教員の双方が確認すべき評価基準、条件について紹介するこ
とにします。論文作成中はこの要件や基準を常に頭に置きな
が作成に取組んでください。
 

a）卒業論文の要件
卒業論文が研究論文として価値を有するにはいくつかの

条件を満たさなければなりません。その主な項目について整
理してみます。
①未知の部分の解明を目指すこと：すでに研究済みのテー
マを再びとりあげ、同じ方法で研究を試みたのでは何
の意味もありません。方法を変えて別の角度から実施

してみたり、既往の研究に欠けていた未知の部分を明
らかにするなど、たとえわずかであってもその分野の
研究成果の向上を図ることに意義があります。そうし
た意味で、対象となる研究テーマに関係して、過去に
どのような研究がおこなわれ、またどのレベルまで研
究が進んでいるのか、それらを十分に把握しておく必
要があります。
その第一歩として、まず「造園情報センター」など

に設置されている 1995 年度から刊行されている「卒論
要旨集」を読んで下さい。どのような学生さんが、ど
のようなことが今までに研究されてきたか、また教員
については、研究の対象や興味ある分野がどのような
ものかが良く理解出来ますので、授業のイメージだけ
にとらわれないで下さい。また 4年生だけでなく、研
究室選びや担当教員を考える際のとても良い資料とな
りますので、普段から是非活用して下さい。　

②オリジナリティーの付与：すでに研究済みのテーマで
あっても、新しい視点や独自の発想にもとづく理論の
発展がみられるものは価値がある研究といえます。
文献を中心としたものでも、自分の独自の考え方に基
づき引用することにより独創性が生まれるのです。調
査、実験を主体とする研究でも、着眼点や方法論を変
えてみることによって、より価値のある研究が生まれ
ることが多いのも事実です。
これらをまとめる際には、自分のオリジナルな部分

とそれ以外の部分をはっきり区別して記述することが
重要となります。

③体系化・総合化を目指す：オリジナリティーがあまり
認められない論文であっても、ある特定の論理や主張、
視点などで全体が系統的に説明されているものは、そ
れなりに価値のある研究といえます。
一方、広範な内容を全体として捉え、これを分類整

理したり、そこにみられる共通点を導き出したりする
総合的研究も同様に論文としての価値は高いといえま
す。

b）卒業論文 ( 制作 ) の評価基準
①論文に記載された文章が解り易く、かつ適切に表現さ
れているか。			

②使用している用語、文体の統一、引用文献の表記など
論文の表現、体裁が適切か。

③データ内容が信頼でき、図・表などにより適切に表現
されわかりやすくまとめられているか。

④卒業論文 ( 制作 ) として、テーマにオリジナリティがあ
るか。調査・実験などのデータ採取に努力が認められ
るか。

⑤目的・方法・結果などが明解に示され、論文構成全体
のバランスに偏りがないか。	

2．卒業論文・卒業制作ガイド

◇卒業論文・卒業制作ガイド◇
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c）記述の要領
　①論文の構成
科学論文の場合、正式には論題、著者名、目次、総論（序

論）、研究史、材料及び研究方法、実験成績（結果）、論議（考
察）、結論、引用及び参考文献、摘要という順序になります。
また内容に応じて、まえがき、研究目的、研究方法、結果、
考察、結論、文献、摘要というように簡略化してもいいです
が、総論、本論、結論という基本的な論文の枠組みは崩さな
いようにしましょう。
　②論文の書き方
論文の記述の仕方や引用文献の書き方などは、「レポート

の書き方」と同じですので、それを参考にして下さい。ただ
し表紙の体裁や表紙文字の大きさは次項を参照して下さい。

d）論文の要旨
卒業論文の内容を要約したもので、研究の目的、方法、対

象、結果、考察、結論等の要点を具体的に、また簡潔にA4
判用紙 2ページにまとめ、学科や各研究室でも保存されます。
頁数が少ないので、余白や不要な写真を掲載しないなど、限
られた紙面を有効に効果的に使用してください。卒業制作の
場合も必ず提出します。
内容の詳細については担当教員の指導を受けることが必

要ですが、レイアウトについては次の通りとします。

①A4判、横書き２段組（22字× 46行× 2段）とする。ワー
プロ等によって作成し、設定は上余白：25mm／下余白：
25mm、左余白：20mm ／右余白：20 mm、段間：
8mm程度を標準とする。

②第 1ページ第１段（左）第１、２行目に論文題目を書き、
第４行には学籍番号、氏名を右詰めで書く。本文は第
６行目からはじめる。

③図、写真、表等を挿入する場合には、タイトルを入れる。
　タイトルの挿入位置は図・写真は下部、表は上部とする。
④本文の見出しは原則として統一する。
…

図 3　卒業論文表紙の書き方

◇卒業論文・卒業制作ガイド◇
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図 4　卒業論文ワープロ仕上げの体裁

図 5　卒業論文要旨の体裁

41519000

◇卒業論文・卒業制作ガイド◇
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ポートフォリオ（Portfolio）とは、学生時代の “ 学習歴 ”
と各自の “ 個性 ” を表現する手段であり、専門性を持った学
生の自己紹介書とも言えます。就職や進学などの活動の際に
積極的に活用することになりますので、説得力のあるプレゼ
ンテーションが大切です。

□ Step1　まずは作品づくりとその整理
ポートフォリオをつくるためには、まず、自分の作品が

必要です。それには、実習、造演習等で作成した図面（作品）、
授業などの資料、レポート、ノート等、学内外で行われた講
演会やシンポジウムなどの資料、メモ、写真、研究室活動（研
究、フィールドトリップなど）の資料や写真、コンペ応募作
品、課外活動（部活や同好会、ボランティア、ワークショッ
プなど）、国内外を旅行した時のリーフレット、写真など、
ほとんど全てのものが材料として使えるはずです。日ごろか
ら整理しておきましょう。

□ Step2　作品の完成度を高めるには
ポートフォリオの中心になるのは、実習、演習等の課題

作品になりますが、中には完成度の低い作品を使用する方も
います。これでは相手に自分の魅力や能力の高さを伝達する
には逆効果となります。ポートフォリオ作成では課題なら何
でもよい、というわけではありません。作成途中段階を示す
エスキス、メンバーとのディスカッションなど、作品完成ま
でのプロセスを入れたり、新たに描き改めたり、コンペなど
に応募した自信作を入れるなど、各自で工夫し、完成度の高
いポートフォリオを作成してください。

□ Step3　効果的なプレゼンテーション
プレゼンテーションには、そのままファイリングしたり、

縮小コピーしてまとめたりと様々な方法がありますが、その
基本は説得力のある効果的なプレゼンテーションの工夫にあ
ります。また、ファイリングの方法は様々ですが、①クリアー
ファイルに入れる②台紙に貼る③原図をそのまま使うなどが
あります。いずれにしても見やすいように整理しておくこと
も大切ですが、造園家や建築家の作品展、コンペの展示、美
術館などのレイアウトなどを実際見行くことなどを普段から
心掛けることも重要です。

□造園総合演習作品例

3．ポートフォリオの作り方

◇ポートフォリオの作り方◇
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4．定期刊行物一覧

◇定期刊行物一覧◇
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造園関連の主なウェブサイト

◇造園科学科ホームページ◇
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